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十
八
歳
に
な
る
ま
で
、
ろ
く
に
電
車
に

乗
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
小
中
学
校
は
徒

歩
、
高
校
は
自
転
車
通
学
だ
っ
た
か
ら
だ
。

高
校
は
難
波
に
近
か
っ
た
し
、
心
斎
橋
も
自

転
車
で
す
ぐ
だ
っ
た
の
で
、
電
車
に
乗
ら
な

く
て
も
い
く
ら
で
も
遊
べ
た
。
そ
れ
が
、
大

学
へ
の
通
学
の
た
め
に
京
都
に
行
く
こ
と
に

な
っ
て
、
い
き
な
り
一
日
に
一
時
間
半
ほ
ど

電
車
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

人
生
の
す
べ
て
を
自
転
車
で
行
け
る
範
囲
で

済
ま
せ
て
い
た
高
校
生
に
は
、
け
っ
こ
う
過

酷
な
通
過
儀
礼
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

阪
急
京
都
線
の
梅
田
か
ら
烏
丸
区
間
の
通

勤
特
急
に
、
毎
日
乗
車
し
て
い
た
。
今
は
淡

路
や
桂
で
止
ま
る
け
れ
ど
も
、
二
十
二
年
前

は
梅
田
、
十
三
、
大
宮
、
烏
丸
、
河
原
町
し

か
停
車
駅
が
な
か
っ
た
。
こ
の
五
駅
を
四
十

分
強
で
す
っ
と
ば
し
て
い
く
と
い
う
、
ま
さ

し
く
通
勤
の
た
め
の
電
車
で
、
三
十
分
以
上

駅
に
停
車
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
排
泄
の

緊
張
を
強
い
ら
れ
た
し
、
そ
ん
な
に
長
い
間

た
だ
座
っ
て
移
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

想
像
で
き
な
か
っ
た
。

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
人
は
限
ら
れ
て

い
た
時
代
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
ど
の
乗
客

も
、
そ
の
四
十
分
を
粛
々
と
受
け
入
れ
て
い

た
。
た
か
だ
か
二
十
年
前
の
世
界
は
そ
う

だ
っ
た
の
だ
。
わ
た
し
は
い
つ
も
寝
る
か
本

を
読
む
か
し
て
い
た
。
寝
る
に
は
二
列
シ
ー

ト
の
進
路
方
向
に
向
か
っ
て
い
ち
ば
ん
右
の

席
が
良
か
っ
た
。
窓
枠
に
も
た
れ
て
寝
る
の

だ
が
、
左
側
に
も
た
れ
る
よ
り
右
側
に
も
た

れ
る
方
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
だ
。
今
ほ
ど
旅

行
用
の
携
帯
用
枕
が
売
ら
れ
て
い
な
く
て
、

家
の
隅
か
ら
出
て
き
た
空
気
枕
を
膨
ら
ま
せ

て
使
っ
て
い
た
。
本
も
や
た
ら
読
ん
だ
。
自

分
が
今
、
文
章
を
書
く
仕
事
を
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
時
に
す
ご
く
本
を
読
ん
だ
か
ら
、

と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
思
う
。

家
か
ら
近
い
、
そ
れ
こ
そ
自
転
車
で
行
け
る

大
学
に
行
っ
て
い
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
小

説
も
そ
ん
な
に
読
ま
ず
、
自
分
で
書
く
と
い

う
こ
と
に
も
そ
れ
ほ
ど
熱
意
を
持
て
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

行
き
と
帰
り
の
合
計
八
十
分
以
上
の
乗
車

時
間
は
、
食
べ
る
よ
う
に
本
を
必
要
と
し

た
。
お
金
の
な
い
学
生
が
購
入
で
き
る
本
は

月
に
数
冊
だ
っ
た
た
め
、
図
書
館
が
生
命
線

紫
色
の
通
過
儀
礼

津
村
記
久
子

イラスト・岡林玲
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だ
っ
た
。
通
っ
て
い
た
区
の
図
書
館
で
、
よ

そ
の
図
書
館
か
ら
借
り
る
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
を
出
し
過
ぎ
て
、
一
度
に
八
冊
し
か
借
り

ら
れ
な
い
の
に
十
二
冊
ほ
ど
が
一
度
に
届
い

て
し
ま
い
、
内
緒
で
全
部
貸
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
だ
い
た
い
は
海
外
の
Ｓ
Ｆ
を

読
ん
で
い
た
。
文
庫
の
巻
末
の
目
録
を
熟
読

し
て
興
味
の
あ
る
本
を
探
し
、
さ
ら
に
そ
の

本
の
目
録
か
ら
次
の
本
を
探
す
、
と
い
う
今

も
実
践
し
て
い
る
本
の
探
し
方
は
、
そ
の
時

に
身
に
付
け
た
。

心
許
な
い
十
八
歳
か
ら
見
た
阪
急
梅
田
駅

の
ホ
ー
ム
は
広
大
で
、
社
会
人
の
世
間
へ
の

入
り
口
が
そ
の
先
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
た
。
今
も
ホ
ー
ム
に
立
つ
と
、
あ
の

時
の
不
安
を
思
い
出
す
。
本
を
読
む
こ
と
が

半
ば
仕
事
に
な
っ
た
今
は
、
も
っ
ぱ
ら
景
色

を
見
て
い
る
。
沿
線
に
は
新
し
い
駅
も
い
く

つ
か
で
き
て
、
そ
の
周
囲
が
少
し
ず
つ
栄
え

て
い
く
様
子
を
う
れ
し
く
見
守
っ
て
い
る
。

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立、平成 24 年 4 月 1 日付で一般社団法
人に移行、72社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。

CONTENTS
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つ
む
ら 

き
く
こ

作
家
。
大
阪
府
生
ま
れ
。
２
０
０
５
年
「
マ
ン
イ
ー
タ
ー
」（
単
行
本

化
に
あ
た
り
『
君
は
永
遠
に
そ
い
つ
ら
よ
り
若
い
』
に
改
題
）
で
第

21
回
太
宰
治
賞
を
受
賞
し
デ
ビ
ュ
ー
。
08
年
『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ブ
レ

ス
・
ユ
ー
!!
』
で
第
30
回
野
間
文
芸
新
人
賞
、
09
年
「
ポ
ス
ト
ラ
イ

ム
の
舟
」
で
第
１
４
０
回
芥
川
賞
、
11
年
『
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
』
で
第
28
回
織
田
作
之
助
賞
、
13
年
「
給
水
塔
と
亀
」
で
第
39

回
川
端
康
成
文
学
賞
、
16
年
『
こ
の
世
に
た
や
す
い
仕
事
は
な
い
』

で
第
66
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
、
17
年
『
浮
遊
霊
ブ
ラ

ジ
ル
』
で
第
27
回
紫
式
部
文
学
賞
を
受
賞
。
著
書
に
『
カ
ソ
ウ
ス
キ

の
行
方
』『
ポ
ー
ス
ケ
』『
エ
ヴ
リ
シ
ン
グ
・
フ
ロ
ウ
ズ
』
ほ
か
多
数
。

近
著
に
『
デ
ィ
ズ
・
イ
ズ
・
ザ
・
デ
イ
』
が
あ
る
。
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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
鉄
道

人
間
の
歴
史
に
お
い
て
交
通
は
、
な
が
ら

く
人
力
（
徒
歩
）
や
畜
力
（
馬
車
な
ど
）
と

い
っ
た
新
陳
代
謝
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
風

力
（
帆
船
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
19
世
紀
以
降
、
鉄
道
、
船
舶
、
自

動
車
、
航
空
機
と
い
っ
た
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
用
し
た
交
通
機
関
が
次
々
と
登
場
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
の
様
式
は
大
き
く
変

化
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
人
間
の
生
活
や
社
会

経
済
活
動
の
様
相
も
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変

わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
動
力
で
動
く
交
通
機

関
は
、
国
土
の
利
用
形
態
や
産
業
構
造
、
都

市
の
形
状
、
国
際
的
な
分
業
関
係
を
大
き
く

つ
く
り
か
え
、
人
間
の
生
活
・
労
働
空
間
を

外
延
的
に
大
規
模
に
拡
張
し
た
。
こ
う
し

て
、
経
済
活
動
は
「
原
料
資
源
の
遠
隔
地
か

ら
の
輸
送
―
商
品
の
生
産
―
そ
の
輸
送
―
消

費
」
の
形
に
、
ま
た
、
人
間
の
生
活
は
「
家

庭
―
長
距
離
移
動
―
労
働
・
社
会
的
活
動
」

と
い
う
形
か
ら
な
る
現
代
社
会
が
出
来
上

が
っ
た
。
今
や
発
達
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム

は
、
現
代
社
会
を
成
り
立
た
せ
る
基
本
的
条

件
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
は
国
土
が
狭
く
、
太
平
洋
ベ
ル
ト

地
帯
を
中
心
に
大
都
市
が
連
鎖
的
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
ま
た
大
都
市
の
人
口
密
度
が

極
め
て
高
い
。
そ
の
た
め
、
人
の
移
動
手
段

と
し
て
は
鉄
道
が
最
も
適
し
て
い
る
。
表
1

の
と
お
り
、
公
共
交
通
機
関
の
中
で
鉄
道
の

旅
客
輸
送
量
は
、
他
の
交
通
手
段
と
比
べ
て

群
を
抜
い
て
い
る
。
鉄
道
は
、
電
力
や
都
市

ガ
ス
、
水
道
な
ど
と
並
ん
で
最
も
重
要
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
社
会
の
存
立
を
支
え
る
施
設

の
体
系
）
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

２
０
１
３
年
の
わ
が
国
の
鉄
道
旅
客
輸
送

量
は
４
２
７
５
億
人
キ
ロ
で
、
こ
の
量
は
、

第
1
位
の
イ
ン
ド
（
1
兆
１
４
７
２
億
人
キ

ロ
）、
第
2
位
の
中
国
（
８
０
７
１
億
人
キ

ロ
）
に
次
ぎ
、
世
界
第
３
位
で
あ
る
（『
世

界
国
勢
図
会
２
０
１
７
／
18
年
版
』）。
イ
ン

ド
や
中
国
の
人
口
は
わ
が
国
の
10
倍
も
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
多
さ
は
際
立
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
世
界
第
4
位
は
、

２
０
６
５
億
人
キ
ロ
の
ロ
シ
ア
で
あ
る
。
先

進
国
で
は
第
５
位
の
フ
ラ
ン
ス
が
日
本
に
次

ぐ
が
、　

８
４
７
億
人
キ
ロ
と
そ
の
輸
送
量

は
日
本
の
５
分
の
１
程
度
で
あ
る
。

鉄
道
の
路
線
延
長
キ
ロ
を
み
る
と
、
世
界

第
１
位
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ

リ
カ
）
で
、
約
20
万
㎞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

有
し
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
国
は
２
万
８
０ 

０
０
㎞
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ

■表1
公共交通機関の1日当たり旅客輸送量（2015年）

 鉄道 6,675 万人

 バス 1,256 万人

 タクシー 42 万人

 航空機 26 万人

 旅客船 24 万人

( 出所 )『数字でみる鉄道 2017』『数字でみる自動車 2017』より作成。

交通機関 輸送人員

鉄道は、わが国において最も重要な交通機関の一つである。
安全を大前提とした安定輸送の維持は極めて重要な課題であり、

「安全・安心」の実現に向け、官民によるさまざまな取り組みが続けられている。
しかし、大小のインシデントは思いもよらない場所に潜む。
不断の努力が求められる「鉄道の安全確保」について考察する。

基調報告 51

鉄道の役割と
安全確保の課題
関西大学 教授
社会安全学部長

安部誠治
Seiji ABE
大阪市立大学大学院経営学研究科後期博士課程中退。同大商学部助手、専任講
師、助教授を経て、1994 年関西大学商学部教授。2010 年社会安全学部へ移籍。
2016 年より現職。専門は交通産業を中心とする公益事業論、特に運輸産業の安全
マネジメント、事故調査システムのあり方を研究。2011 年、この分野の代表的な
学会である公益事業学会の会長に就任（現在は、理事）。運輸安全委員会の業務
改善有識者会議の座長などを務めた。著書に『踏切事故はなぜなくならないか』

『鉄道事故の再発防止を求めて―日米英の事故調査制度の研究』ほか。
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の
旅
客
輸
送
量
は
極
め
て
少
な
く
、
わ
が
国

の
14
分
の
1
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
ア
メ
リ
カ

の
国
土
は
広
大
で
、
東
部
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
西
海
岸
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
間
は
直
線
距

離
で
４
０
０
０
㎞
も
あ
る
。
大
阪
か
ら
西
に

４
０
０
０
㎞
と
い
う
と
ベ
ト
ナ
ム
ま
で
行
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
距
離
を
旅
客
が
鉄
道
で
移

動
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
鉄
道
と
い
え
ば
貨
物
輸

送
が
中
心
で
あ
る
。
同
国
を
含
む
ロ
シ
ア
や

カ
ナ
ダ
な
ど
国
土
が
広
大
な
国
で
は
、
い
ず

れ
も
貨
物
鉄
道
が
健
闘
し
て
い
る
。
他
方
、

わ
が
国
は
国
土
が
狭
く
、
四
方
を
海
で
囲
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
や
船
舶

で
大
半
の
貨
物
が
運
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
鉄

道
貨
物
輸
送
の
比
重
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、
都
市
間
を
結
ぶ
幹
線
鉄
道

の
み
な
ら
ず
、
大
都
市
圏
に
お
い
て
発
達
し

た
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
通
勤
・
通
学
な
ど
市
民
の
日
常
生
活
の

足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
東
京
、

名
古
屋
、
大
阪
の
３
大
都
市
圏
で
は
、
大
手

民
鉄
等
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
鉄
道
が
な

け
れ
ば
、
大
都
市
圏
の
市
民
の
社
会
活
動
は

成
り
立
た
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。大

都
市
圏
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
事
情
で

鉄
道
が
止
ま
る
と
市
民
は
移
動
で
き
な
く
な

り
、
都
市
の
機
能
は
大
混
乱
に
陥
っ
て
し
ま

う
。
し
た
が
っ
て
、
鉄
道
の
安
定
輸
送
の
維

持
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
安
全
を

大
前
提
と
し
た
安
定
輸
送
は
、
鉄
道
事
業
者

が
確
保
す
べ
き
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
と
い

え
る
。

鉄
道
事
故
の
現
状

鉄
道
サ
ー
ビ
ス
は
製
薬
に
比
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
製
薬
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
効

能
や
価
格
で
は
な
く
、
安
全
性
で
あ
る
。
い

く
ら
効
能
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
間
の
生

命
や
身
体
に
著
し
い
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も

の
は
使
用
す
る
に
値
し
な
い
。
鉄
道
も
同
様

で
、
速
度
や
快
適
性
、
運
賃
水
準
を
問
う
以

前
に
、
安
全
性
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。太

平
洋
戦
争
の
敗
戦
直
後
か
ら
１
９
６
０

年
代
頃
ま
で
、
わ
が
国
で
は
鉄
道
事
故
が
頻

発
し
て
い
た
。
国
鉄
三
河
島
事
故
（
１
９
６ 

２
年
）
や
鶴
見
事
故
（
１
９
６
３
年
）
な
ど

犠
牲
者
が
１
０
０
人
を
超
え
る
深
刻
な
列
車

の
脱
線
・
衝
突
事
故
も
多
発
し
て
い
た
。
し

か
し
、
保
安
装
置
の
開
発
・
導
入
や
安
全
対

策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
１
９
７
０
年
代
以

降
、
鉄
道
事
故
は
大
き
く
減
少
し
て
き
て
い

る
。鉄

道
事
故
と
は
法
令
上
、
鉄
道
運
転
事

故
、
輸
送
障
害
、
電
気
事
故
、
災
害
な
ど
の

こ
と
を
い
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿
の

テ
ー
マ
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
鉄
道
運
転

事
故
（
以
下
、
運
転
事
故
）
で
あ
る
。
運
転

事
故
は
、
列
車
ま
た
は
車
両
の
運
転
中
に
発

生
し
た
事
故
の
こ
と
を
い
い
、
列
車
衝
突
、

列
車
脱
線
、
列
車
火
災
、
踏
切
障
害
、
人
身

障
害
、
道
路
障
害
、
鉄
道
物
損
の
７
種
類
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
列
車
衝
突
、
列
車

脱
線
、
列
車
火
災
の
三
つ
を
列
車
事
故
と
総

写真／ Tatachen
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称
す
る
こ
と
が
あ
る
。

か
つ
て
は
運
転
事
故
と
い
え
ば
踏
切
障
害

事
故
（
以
下
、
踏
切
事
故
）
が
大
半
を
占
め

て
い
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
５
０
０
０
件

以
上
も
発
生
し
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る
人

が
亡
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は

踏
切
事
故
は
年
間
２
０
０
件
程
度
ま
で
減
少

し
て
い
る
。

戦
前
、
わ
が
国
の
主
た
る
陸
上
交
通
機
関

は
鉄
道
で
、
自
動
車
は
ほ
と
ん
ど
走
っ
て
い

な
か
っ
た
。
道
路
も
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

太
平
洋
戦
争
直
前
の
１
９
４
０
年
末
の
四
輪

自
動
車
の
保
有
台
数
は
全
国
で
わ
ず
か

15
万
２
０
０
０
台
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
戦
後
に
な
っ
て
道
路
整
備
が
本
格
化

し
、
そ
れ
に
伴
い
、
各
地
で
鉄
道
を
横
断
す

る
形
で
道
路
建
設
が
進
み
、
数
多
く
の
踏
切

が
急
ご
し
ら
え
で
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
、
踏
切
施
設
は
警
報
機
や
遮
断
機
も
な
い

貧
弱
な
も
の
が
大
半
で
、
自
動
車
通
行
量
の

増
大
と
と
も
に
踏
切
事
故
が
急
増
し
た
。

踏
切
事
故
の
究
極
の
防
止
対
策
は
、
道
路

と
鉄
道
を
立
体
交
差
に
し
て
踏
切
を
撤
去
す

る
こ
と
に
あ
る
。
現
在
、
わ
が
国
に
は
約

3
万
３
０
０
０
の
踏
切
が
あ
る
が
、
ピ
ー
ク

時
か
ら
み
る
と
そ
の
数
は
半
分
以
下
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
踏
切
を
撤
去

す
る
こ
と
は
現
実
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
次
善
の
策
と
し
て
踏
切
の
改
良
が
必

要
と
な
る
。
か
つ
て
は
踏
切
に
遮
断
機
も
警

報
機
も
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
１
９
６ 

１
年
に
踏
切
道
改
良
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、

遮
断
機
や
警
報
機
の
整
備
が
進
ん
だ
。
現
在

は
約
９
割
の
踏
切
に
遮
断
機
と
警
報
機
が
つ

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
踏
切
の
数
自
体
が

減
少
し
た
こ
と
、
踏
切
が
改
良
さ
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
っ
て
踏
切
事
故
は
大
き
く
減
少
し

た
。一

方
、
踏
切
事
故
が
減
っ
た
こ
と
で
、
そ

の
多
さ
が
目
立
っ
て
き
た
の
が
人
身
障
害
事

故
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
か
ら
の
転
落
や
ホ
ー
ム

上
で
の
列
車
と
の
接
触
、
線
路
へ
の
無
断
立

ち
入
り
に
よ
る
列
車
と
の
接
触
な
ど
に
よ
っ

て
起
き
る
の
が
人
身
障
害
事
故
で
あ
る
。
表

２
の
と
お
り
、
そ
の
数
は
運
転
事
故
全
体
の

60
％
、
そ
れ
に
よ
る
死
者
数
も
全
体
の
68
・

5
％
を
占
め
て
い
る
。

大
都
市
部
で
は
、
ホ
ー
ム
の
安
全
を
確
保

す
る
に
は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
（
可
動
式
ホ
ー
ム

柵
）
を
設
置
す
る
こ
と
が
最
も
即
効
性
が
あ

る
。
国
土
交
通
省
が
そ
の
整
備
に
本
腰
を
入

れ
始
め
た
の
は
２
０
１
１
年
度
か
ら
で
、
整

備
費
用
の
３
分
の
１
を
国
が
負
担
す
る
補
助

制
度
も
設
け
ら
れ
た
。

な
お
、
現
在
で
は
、い
っ
た
ん
発
生
す
る
と

多
く
の
犠
牲
者
が
出
る
列
車
事
故
は
、
全
体

の
数
％
程
度
を
占
め
る
の
み
で
あ
る
。
ち
な
み

に
２
０
１
６
年
度
の
場
合
、16
件
と
な
っ
て
い

る
。
最
近
10
年
間
を
み
て
も
毎
年
の
発
生
件

数
は
10
～
20
件
で
、
そ
れ
に
よ
る
累
計
の
死

者
数
は
3
人
で
あ
る
。
近
年
発
生
し
た
列
車

事
故
の
中
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
が
、

２
０
０
５
年
4
月
に
発
生
し
た
、
運
転
士
を

含
め
１
０
７
人
の
犠
牲
者
の
出
た
Ｊ
Ｒ
福
知

山
線
の
列
車
脱
線
事
故
で
あ
る
。

福
知
山
線
脱
線
事
故
は
、
死
者
１
０
７

人
、
重
軽
傷
者
５
６
２
人
と
、
わ
が
国
の
鉄

道
事
故
史
の
中
で
40
年
ぶ
り
の
大
災
害
で

あ
っ
た
。
２
０
０
５
年
は
こ
の
ほ
か
に
も
深

刻
な
バ
ス
事
故
や
船
舶
事
故
な
ど
が
発
生
し

た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
運
輸
産
業
の
安
全
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
運
輸
安
全
一
括
法
を

成
立
さ
せ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
運
輸
関
係
の

各
事
業
法
が
改
正
さ
れ
、
安
全
の
確
保
が
事

業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
。
鉄
道
事
業
者
を

規
制
す
る
鉄
道
事
業
法
を
み
る
と
、
第
1
条

の
目
的
の
条
項
に
「
輸
送
の
安
全
の
確
保
」

が
追
記
さ
れ
、
第
18
条
の
２
と
し
て
「
鉄
道

事
業
者
は
、
輸
送
の
安
全
の
確
保
が
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
絶
え
ず
輸
送
の

安
全
性
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
が
追
加
さ
れ
た
。
要
す
る
に
、
安
全
の

確
保
、
安
全
性
の
向
上
は
、
法
律
上
も
鉄
道

事
業
者
の
義
務
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

鉄
道
安
全
の
課
題

鉄
道
の
安
全
と
い
う
問
題
群
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
鉄
道
事
業
者
や
監
督
官
庁
で
あ
る

国
土
交
通
省
な
ど
関
係
者
の
間
で
重
視
さ
れ

て
き
た
の
は
、
運
転
事
故
の
発
生
防
止
で

あ
っ
た
。
関
係
者
の
不
断
の
努
力
も
あ
っ

て
、
前
述
し
た
と
お
り
、
幸
い
運
転
事
故
の

件
数
や
そ
れ
に
よ
る
被
害
者
の
数
は
、
歴
史

的
に
大
き
く
減
少
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
近

年
は
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
り
、
な
お
一

層
の
注
力
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
さ
ら
に
運
転
事
故
を
減
少
さ
せ
て

い
く
た
め
の
重
要
な
課
題
は
、
人
身
障
害
事

故
へ
の
対
応
で
あ
る
。
大
手
・
準
大
手
民
鉄

の
人
身
障
害
事
故
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

ホ
ー
ム
で
発
生
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
の
事
故

防
止
の
た
め
に
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
が
有
効
で
あ
る
。
ま

た
、
列
車
や
ト
ン
ネ
ル
内
、
地
下
駅
ホ
ー
ム

の
火
災
対
策
に
も
万
全
を
期
す
必
要
が
あ

る
。
め
っ
た
に
起
き
な
い
も
の
の
、
発
生
す

る
と
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る

の
が
火
災
事
故
で
あ
る
。
２
０
０
３
年
２
月

に
韓
国
・
大
邱
市
の
地
下
鉄
で
発
生
し
た
火

災
事
故
で
は
実
に
１
９
２
人
も
の
犠
牲
者
が

出
た
。

高
齢
者
対
策
も
今
後
の
安
全
対
策
の
柱
と

さ
れ
る
べ
き
分
野
で
あ
る
。
踏
切
事
故
の
過

半
数
は
高
齢
者
が
絡
ん
で
お
り
、
ホ
ー
ム
上

の
事
故
や
ロ
ー
カ
ル
圏
で
よ
く
見
ら
れ
る

「
勝
手
踏
切
」
に
お
け
る
事
故
も
高
齢
者
が

関
係
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
踏
切
も
含
め

現
在
の
鉄
道
施
設
の
多
く
は
、
必
ず
し
も
高

表2　2016年度の運転事故

（出所）国土交通省「鉄軌道輸送の安全に関わる情報（平成 28年度）」

物損事故道路障害踏切障害人身障害
列車事故

脱線 衝突 火災

発生件数
( 件 )

死者数
( 人 )

13 3

16（2.7％）

429
（60.0%）

222
（31.0%）

43
（6.0％）

2
（0.2%）

211
（68.5%）

96
（31.2％） 0 －

0

1 0 0
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齢
者
を
考
慮
し
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
設
備
面
で
の
改
良
を
含
め
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
鉄
道
の
安
全
対
策
と
い
え
ば
、

主
と
し
て
上
述
の
運
転
事
故
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
加
え
て
今
後
、
取
り
組
み
の
強
化
が

必
要
な
課
題
と
し
て
次
の
二
つ
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

第
一
は
、
自
然
災
害
対
策
で
あ
る
。
近
い

将
来
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
の
巨
大
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
そ
の
際
、
地
震
動
や
発
生
し

た
津
波
に
よ
っ
て
鉄
道
施
設
が
大
き
な
被
害

を
受
け
た
り
、
乗
客
を
乗
せ
た
列
車
が
脱
線

事
故
等
に
至
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

鉄
道
は
新
幹
線
に
つ
い
て
は
地
震
対
策
が
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
Ｊ
Ｒ
在
来
線
や
民
鉄
線

に
つ
い
て
は
ま
だ
講
ず
べ
き
対
策
が
残
さ
れ

て
い
る
。
施
設
の
耐
震
化
等
の
ハ
ー
ド
対
策

と
並
行
し
て
発
災
時
の
乗
客
や
乗
務
員
、
駅

員
の
避
難
確
保
の
た
め
の
計
画
や
訓
練
を
さ

ら
に
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る

が
、
局
地
的
に
短
時
間
の
う
ち
に
大
量
の
雨

が
降
る
こ
と
で
、
鉄
道
施
設
が
被
害
を
受
け

る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

豪
雨
や
豪
雪
に
対
す
る
備
え
の
見
直
し
と
拡

充
も
必
要
で
あ
る
。

第
二
は
、
犯
罪
や
テ
ロ
対
策
で
あ
る
。
前

述
し
た
韓
国
・
大
邱
市
の
地
下
鉄
火
災
事
故

の
発
端
は
、
乗
客
の
一
人
が
車
内
で
撒ま

い
た

ガ
ソ
リ
ン
に
放
火
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
わ
が

国
で
も
１
９
９
５
年
３
月
に
、
営
団
地
下
鉄

（
現
・
東
京
メ
ト
ロ
）
に
お
い
て
、
オ
ウ
ム

真
理
教
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
神
経
ガ
ス
の
サ

リ
ン
が
散
布
さ
れ
、
13
人
の
乗
客
や
駅
員
が

死
亡
す
る
凶
悪
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
6
月
に
は
、
新
横
浜

－

小
田
原

間
を
走
行
中
の
新
幹
線
車
内
で
男
が
ガ
ソ
リ

ン
に
火
を
付
け
て
焼
身
自
殺
を
図
り
、
そ
れ

が
引
き
金
と
な
っ
て
車
両
火
災
が
発
生
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
の
犯
人
に
加
え
、
乗

客
の
一
人
が
巻
き
添
え
と
な
り
死
亡
し
た
。

航
空
機
と
異
な
り
、
こ
れ
ま
で
鉄
道
は
悪
意

を
持
っ
た
者
に
よ
る
攻
撃
に
は
ほ
と
ん
ど
対

処
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
を
も
含
め
、
犯
罪
か
ら
鉄
道
を
守

る
取
り
組
み
も
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　お
わ
り
に

―
鉄
道
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
―

安
全
の
確
保
は
川
上
に
向
か
っ
て
船
を
漕

ぐ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
漕
ぐ
の
を
止
め
た

と
た
ん
に
、
船
は
川
下
に
流
さ
れ
て
し
ま

う
。
現
在
の
位
置
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
さ
ら
に
は
少
し
で
も
川
上
に
進
も
う
と

す
る
な
ら
ば
、
休
む
こ
と
な
く
漕
ぎ
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
を
経

営
上
の
負
担
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
い
っ

た
ん
重
大
事
故
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
修
復

の
た
め
に
長
期
間
に
わ
た
る
物
的
・
人
的
資

源
の
投
入
が
必
要
と
な
り
、
事
業
経
営
上
の

大
き
な
リ
ス
ク
と
な
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド

が
大
き
く
毀
損
さ
れ
、
そ
の
回
復
に
は
長
期

間
を
要
す
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る

と
、
現
在
の
安
全
投
資
は
、
将
来
の
安
定
的

な
事
業
運
営
の
た
め
の
積
極
的
投
資
で
あ
る

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
１
９
７
０
年
頃
ま
で
は
機

械
・
装
置
の
故
障
や
未
知
現
象
が
事
故
の
原

因
で
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
の
鉄

道
事
故
の
多
く
は
そ
れ
ら
に
代
わ
っ
て

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
が
関
与
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
鉄
道
の
安
全
を
向
上
さ

せ
て
い
く
に
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー

の
視
点
を
重
視
し
た
分
析
や
対
策
を
講
じ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
・
サ
イ
モ

ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
は
全
知

全
能
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
認
知
能
力
と
限

ら
れ
た
時
間
の
範
囲
内
で
意
思
決
定
を
行
っ

て
い
る
。
人
間
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
人
に
は
正
常
性
バ
イ
ア
ス
（
発

生
し
た
異
常
事
態
を
あ
る
範
囲
内
な
ら
正
常

な
出
来
事
と
捉
え
る
傾
向
）
や
確
証
バ
イ
ア

ス
（
自
分
に
都
合
の
よ
い
情
報
だ
け
を
集
め

て
自
己
の
先
入
観
を
補
強
す
る
傾
向
）
が
あ

る
。
そ
う
し
た
人
間
が
集
ま
っ
て
集
団
作
業

を
す
る
場
合
、
互
い
に
他
者
に
依
存
す
る
と

い
う
「
社
会
的
手
抜
き
」
が
発
生
す
る
。

こ
の
よ
う
な
特
性
は
、
誰
し
も
が
持
っ
て

い
る
人
間
特
性
で
あ
る
。
安
全
の
担
当
者
は

こ
う
し
た
人
間
の
特
性
を
理
解
し
た
う
え

で
、
安
全
対
策
や
社
員
に
対
す
る
教
育
・
訓

練
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
鉄
道
の
安

全
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
イ
ア
ス
を
持
っ
た
人
間

間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
し
ば
し

ば
齟
齬
が
生
じ
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
た
め

の
研
修
・
訓
練
も
必
要
で
あ
る
。

写真／ PatrickPoendl

写真／ 400tmax
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◉
茶
木
　
環

撮
影
◉
織
本
知
之

写
真
提
供
◉
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

山
村
明
義

A
kiyoshi YA

M
A

M
U

RA

全
国
的
に
人
口
が
減
少
傾
向
を
見
せ
る
中
、

人
口
集
中
が
続
く
東
京
都
心
部
で
は
、
輸
送
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
。

世
界
の
大
都
市
の
中
で
も
突
出
し
た
輸
送
密
度
を
有
す
る
東
京
メ
ト
ロ
。

２
年
後
に
迫
っ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
開
催
、
そ
し
て
ポ
ス
ト
２
０
２
０
年
に
向
け
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る
各
種
施
策
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
４
月
に
は
、
江
東
区
新
木
場
に

人
材
育
成
の
新
た
な
場
と
な
る
「
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
体
系
だ
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

都
市
鉄
道
と
し
て
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
の

人
材
育
成
に
つ
い
て
、
山
村
明
義
代
表
取
締
役
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
安
心
」の

 

提
供
を
目
指
し
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の

力
を
磨
く
。

TOP INTERVIEW



東
京
都
心
部
へ
の
人
口
集
中
が
継
続

―
―
最
初
に
、
近
年
の
鉄
道
事
業
環
境
の
現

状
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
村　

鉄
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
と
し

て
、
ま
ず
都
心
部
へ
の
人
口
集
中
が
あ
り
ま

す
。
特
に
再
開
発
が
好
調
で
、
オ
フ
ィ
ス
の

新
規
需
要
が
非
常
に
活
発
で
す
。
都
心
５
区

で
は
オ
フ
ィ
ス
の
新
規
需
要
面
積
が
直
近
５

年
間
、
高
水
準
の
状
況
が
続
き
、
当
社
沿
線

20
区
の
人
口
も
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
以
降
は
特
に
そ
の
傾
向
が

強
く
、
当
社
の
定
期
運
輸
収
入
は
毎
年
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
、
１
日
乗
車
券
や
他
社

と
連
携
し
た
メ
ト
ロ
パ
ス
な
ど
の
企
画
乗
車

券
に
よ
り
休
日
を
中
心
に
お
出
か
け
需
要
を

創
出
し
て
き
た
面
が
あ
り
、
定
期
外
運
輸
収

入
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
の
お
客
さ
ま
の
ご
利
用
増
も
顕
著

で
、
訪
日
外
国
人
や
地
方
に
お
住
ま
い
の
方

に
東
京
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
各
種
の
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
輸
送
需
要
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と

し
て
は
、
２
０
１
８
年
３
月
の
小
田
急
線

複
々
線
化
の
完
成
が
あ
り
ま
す
。
当
社
で
は

千
代
田
線
の
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
、
代
々
木
上

原
か
ら
小
田
急
線
に
乗
り
入
れ
る
直
通
列
車

を
朝
夕
の
時
間
帯
に
増
発
し
ま
し
た
。
特
に

朝
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
霞
ケ
関

－

代
々
木
上
原

駅
間
で
10
往
復
増
や
し
て
お
り
、
都
心
方
面

へ
の
混
雑
緩
和
や
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
特
急
「
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
」
の
増
発
も
、
新
た
な
需
要
創
出
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
有
楽
町
線
、
半
蔵
門
線
、

南
北
線
に
お
い
て
も
、
朝
夕
の
通
勤
・
通
学

時
間
帯
を
中
心
に
直
通
列
車
を
含
め
た
増
発

を
行
い
、
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
安
心
を
提
供
す
る

―
―
グ
ル
ー
プ
理
念
の
「
東
京
を
走
ら
せ
る

力
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

山
村　

グ
ル
ー
プ
理
念
は
、
長
期
的
な
視
点

で
東
京
メ
ト
ロ
グ
ル
ー
プ
の
将
来
の
あ
り
た

い
姿
を
示
し
た
も
の
で
、
特
殊
会
社
化
し
た

２
０
０
４
年
に
制
定
し
ま
し
た
。「
鉄
道
事

業
を
中
心
と
し
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と

で
、
首
都
東
京
の
都
市
機
能
を
支
え
、
都
市

と
し
て
の
魅
力
と
活
力
を
引
き
出
す
と
と
も

に
、
優
れ
た
技
術
力
と
創
造
力
に
よ
り
、
安

全
・
安
心
で
快
適
な
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
。
そ
し
て
、
東
京
に
集
う
人
々

の
活
き
活
き
と
し
た
生
活
に
貢
献
す
る
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。

―
―
今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
中
期
経
営

計
画
「
東
京
メ
ト
ロ
プ
ラ
ン
２
０
１
８
」
で

は
「
安
心
の
提
供
と
成
長
へ
の
挑
戦
」
を
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
わ
れ
ま
し
た
か
。

山
村　
「
安
心
の
提
供
」
に
つ
い
て
は
、
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
安
心
を
提
供
す
る
地
下

鉄
を
目
指
し
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で

の
施
策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
加
速
さ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
自
然
災
害
対
策
で

は
、
首
都
直
下
地
震
等
に
備
え
、
構
造
物
の

耐
震
補
強
工
事
な
ど
震
災
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
台
風
、
豪
雨
に
備
え
、
中
央

防
災
会
議
「
大
規
模
水
害
に
関
す
る
専
門
調

査
会
」
最
終
報
告
や
東
京
都
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
お
け
る
浸
水
エ
リ
ア
を
踏
ま
え
た

大
規
模
浸
水
対
策
と
し
て
、
駅
出
入
口
の
止

水
板
の
改
良
、
腰
壁
の
嵩
上
げ
、
駅
出
入
口

の
完
全
防
水
化
を
実
施
す
る
ほ
か
、
坑
口

（
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
部
分
）
へ
の
防
水
ゲ
ー

ト
設
置
な
ど
浸
水
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
で
す
。

車
両
の
ド
ア
と
ホ
ー
ム
ド
ア
の
位
置
を
一
致

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
車
両
に
は
定
位

置
で
停
止
す
る
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
自
動
列
車
運
転
装

置
）
を
搭
載
し
、
車
両
の
ド
ア
幅
が
広
い
路

線
や
、
車
両
の
ド
ア
位
置
お
よ
び
ド
ア
幅
が

異
な
る
列
車
が
運
行
さ
れ
て
い
る
路
線
に
つ

い
て
は
、
大
開
口
の
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
９
路
線
中
、
丸
ノ
内
線
・
有
楽
町

線
・
南
北
線
・
副
都
心
線
の
４
路
線
が
全
駅

に
設
置
済
み
で
、
残
り
５
路
線
に
つ
い
て
は

銀
座
線
が
２
０
１
８
年
度
上
期
、
千
代
田
線

が
２
０
１
９
年
度
、
日
比
谷
線
が
２
０
２
２

年
度
、
半
蔵
門
線
が
２
０
２
３
年
度
、
東
西

線
が
２
０
２
５
年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
新
型
車
両
の
導
入
や
既
存

車
両
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
よ
り
、
安
全

性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
駅
改
良

―
―
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
村　

混
雑
緩
和
を
目
的
と
し
た
駅
の
改
良

や
設
備
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
混
雑

率
の
緩
和
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
東
西
線
に

お
い
て
は
、
南
砂
町
駅
に
お
け
る
ホ
ー
ム
増

設
に
よ
る
２
面
３
線
化
、
茅
場
町
駅
の
ホ
ー

ム
延
伸
と
木
場
駅
の
ホ
ー
ム
拡
幅
な
ど
大
規

模
改
良
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
飯

田
橋

－

九
段
下
駅
間
に
お
け
る
折
り
返
し
線

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
供
用
が
開
始
さ
れ

れ
ば
、
列
車
の
増
発
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

増
発
し
て
も
電
車
が
滞
ら
な
い
よ
う
に
、

各
駅
の
改
良
工
事
を
進
め
、
混
雑
・
遅
延
対

策
と
と
も
に
、
よ
り
便
利
で
快
適
に
地
下
鉄

を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の
整
備
も
進
ん
で

い
ま
す
。

山
村　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
は
東
京
２
０
２ 

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
向
け
て
非
常
に
重
要
な
課
題
で
、
全

9 MINTETSU SUMMER 2018

特集：安全・安定輸送を支える「実践力」の養成
［東京メトロ 総合研修訓練センター探訪］

2017 年 3 月にデビューした日比谷線新型車両
13000 系。



駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
１
ル
ー
ト
整
備
と

多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
に
大
き
な
病
院
が
あ
る
駅
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
会

場
最
寄
り
駅
を
優
先
的
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
よ
る
複
数
ル
ー
ト
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
乗
り
換
え
ル
ー
ト
の
整
備
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

―
―
銀
座
線
の
各
駅
の
改
良
工
事
も
進
ん
で

い
ま
す
ね
。

山
村　

駅
が
「
ま
ち
の
地
下
1
階
」
と
な
る

よ
う
に
、
銀
座
線
の
全
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

進
め
て
い
ま
す
。「
伝
統
×
先
端
の
融
合
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
昨
年
、
浅
草
方
の
下
町

エ
リ
ア
が
完
成
し
、
今
後
、
商
業
エ
リ
ア
、

銀
座
エ
リ
ア
、
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア
、
ト
レ
ン

ド
エ
リ
ア
と
区
分
し
て
順
次
実
施
し
て
行
き

ま
す
。
現
在
は
、
商
業
エ
リ
ア
で
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
の
駅
は
お
客
さ
ま
か
ら
非
常
に
好
評

で
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

―
―
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た

事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
村　

地
下
空
間
を
大
き
く
豊
か
に

す
る
こ
と
は
、
安
全
性
だ
け
で
は
な

く
、
お
客
さ
ま
の
快
適
性
・
使
い
や

す
さ
や
、
街
の
発
展
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
の
好
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
が
銀
座
線
の
虎
ノ
門
駅
で
、
駅

周
辺
の
大
規
模
な
再
開
発
を
契
機

に
、
再
開
発
事
業
と
連
携
し
て
ホ
ー

ム
幅
を
広
げ
、
ビ
ル
の
中
に
ホ
ー
ム

と
地
下
広
場
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
虎
ノ
門
の
再
開
発
で

日
比
谷
線
に
つ
く
る
新
駅
も
ビ
ル
と
地
下
空

間
が
つ
な
が
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん

で
駅
と
街
と
の
回
遊
性
も
豊
か
に
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
駅
周
辺
で
計
画
さ
れ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
て
駅
改
良
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
近
隣
の
不
動
産
所
有
者

と
連
携
し
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
区
画
を
確
保

し
て
、
駅
直
結
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
、
さ
ら
に
は
地
下
空
間
と
一
体
と

な
っ
た
建
物
等
の
整
備
を
目
指
し
て
い
ま

す
。直

近
で
は
、
半
蔵
門
駅
の
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
ま
と
ま
っ
た
区
画
を
確
保
し
て
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
整
備
し
、

地
上
部
に
は
不
動
産
開
発
を
実
現
し
ま
し

た
。
ま
ち
の
活
性
化
と
鉄
道
需
要
は
一
体
で

あ
り
、
何
よ
り
ご
利
用
の
お
客
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
。
駅
の
快
適
性
・
利
便
性
の

向
上
を
目
指
す
と
同
時
に
、
ま
ち
づ
く
り
に

も
大
い
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
―
地
下
空
間
を
地
上
と
融
合
さ
せ
る
方
向

性
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
ね
。

山
村　

こ
れ
ま
で
は
地
下
か
ら
地
上
へ
つ
な

ぐ
と
い
う
考
え
方
で
し
た
が
、
地
下
と
地
上

を
一
体
の
空
間
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
け
る

地
下
鉄
駅
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

事
故
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
決
意

―
―
鉄
道
の
安
全
・
安
定
運
行
に
向
け
、
東

京
メ
ト
ロ
に
と
っ
て
、
安
全
性
向
上
に
は
こ

れ
か
ら
何
が
必
要
で
あ
る
と
お
考
え
で
す

か
。

山
村　

鉄
道
事
業
の
根
幹
は
、
安
全
で
す
。

私
自
身
、
若
い
頃
に
工
務
部
の
現
業
に
通

算
６
年
ほ
ど
在
籍
し
、
そ
の
経
験
か
ら
、
日 

々
の
列
車
の
安
全
運
行
に
は
十
分
に
行
き
届

い
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
認

識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
社
は
２
０
０
０
年
に
日
比
谷
線

の
列
車
脱
線
衝
突
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
線
路
保
守
部
門
の
管
理
者
で
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
二
度
と
起
こ
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
固
い
決
意
は
、
当
社

に
と
っ
て
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
故
の
教
訓
を
し
っ
か
り
と
活
か

し
て
い
く
。
社
長
と
し
て
、
事
故
の
再
発
防

止
だ
け
で
は
な
く
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
決

意
を
、
形
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
全
社
員
一
人
ひ
と
り
が

常
に
安
全
を
追
求
し
て
行
動
し
、
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
。
そ
し
て
全
社
が
一
丸
と

な
っ
て
、
さ
ら
な
る
安
全
文
化
を
築
き
上
げ

て
い
く
。「
た
ゆ
み
な
き
安
全
の
追
求
」
が
、

わ
れ
わ
れ
東
京
メ
ト
ロ
グ
ル
ー
プ
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
人
材
育
成
は
非
常
に
重

要
で
す
。
新
木
場
に
２
年
前
に
完
成
し
た
総

合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
最
大
限
に
活
用
す

る
な
ど
、
座
学
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

訓
練
を
通
し
て
「
実
践
力
」
を
高
め
、
東
京

メ
ト
ロ
が
目
指
す
安
全
と
安
心
を
支
え
る
人

材
を
育
て
て
い
ま
す
。

―
―
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
、

従
前
の
研
修
セ
ン
タ
ー
と
比
較
す
る
と
、
ど

の
よ
う
な
点
が
変
わ
り
ま
し
た
か
。

山
村　
「
訓
練
重
視
」
が
一
番
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
従
前
の

研
修
セ
ン
タ
ー
に
も
、
自
動
改
札
機
や
券
売

機
な
ど
、
実
機
で
駅
を
再
現
し
た
設
備
が
あ

り
、
そ
こ
で
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
駅
社

員
の
実
践
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
「
総
合
」
と

い
う
名
が
付
く
通
り
、
駅
だ
け
で
は
な
く
、

運
転
、
車
両
、
工
務
、
改
良
建
設
、
電
気
、

各
部
門
の
訓
練
に
必
要
な
す
べ
て
の
研
修
設

備
が
揃
っ
て
お
り
、
部
門
別
の
訓
練
は
も
ち

ろ
ん
、
部
門
横
断
の
総
合
訓
練
も
行
う
。
訓

練
重
視
、
実
践
力
の
習
得
と
向
上
を
目
指
し

て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

―
―
そ
れ
ま
で
、
総
合
訓
練
は
別
の
場
所
で

行
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
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山
村　

え
え
、
地
下
の
留
置
線
や
車
両
基
地

な
ど
、
営
業
線
と
は
異
な
る
環
境
下
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
に

は
、
駅
や
指
令
所
、
軌
道
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど

営
業
線
と
同
等
の
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
の

で
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
を
想
定
し
て
、
全
職

種
が
一
堂
に
会
し
た
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
過
去
の
事
故
に
学
び
、
二
度
と

起
こ
さ
な
い
、
未
然
に
防
止
す
る
、
安
全
を

未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
決
意
の
場
と
し
て

「
安
全
繋
想
館
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
安
全

繋
想
館
で
事
故
の
教
訓
を
学
び
、
そ
の
後
、

中
目
黒
に
あ
る
日
比
谷
線
の
事
故
の
慰
霊
碑

に
行
っ
て
安
全
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
安
全

研
修
を
、
私
を
含
め
て
グ
ル
ー
プ
の
全
役
職

員
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
一
巡
す
る
の
に
２

年
か
か
り
ま
す
が
、
２
年
に
１
度
、
全
役
職

員
が
受
講
す
る
研
修
と
し
て
、
永
続
的
に
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
日
比
谷
線
の
事
故
以
降
に
入
社
さ
れ
た

方
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
同

じ
思
い
を
共
有
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

山
村　

あ
の
事
故
を
経
験
し
て
い
な
い
社
員

が
６
割
を
超
え
て
い
ま
す
の
で
、
安
全
に
対

す
る
認
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
安
全
繋
想
館
で
過
去
の
事
故
の

教
訓
を
学
び
、
誰
も
が
起
こ
し
得
る
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
、
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
「
気
づ
き
」
を
養
っ
て
い
く
。
い
ろ
い

ろ
な
訓
練
を
通
し
て
、
さ
ら
に
実
践
力
を
高

め
て
い
く
。
何
よ
り
大
切
な
の
は
、
安
全
に

対
す
る
一
人
ひ
と
り
の
強
い
決
意
で
す
。

「
志
」
と
い
う
言
葉
を
私
は
大
事
に
し
て
い

ま
す
が
、
安
全
を
守
る
志
が
お
客
さ
ま
の
信

頼
に
つ
な
が
る
と
、
社
員
に
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
安
全
繋
想
館
を
そ
う
し
た
志
を

育
む
修
練
の
場
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

―
―
知
識
や
技
術
と
同
様
、
志
や
意
識
を
育

て
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
村　

こ
れ
は
地
下
鉄
の
父
で
あ
る
早
川
徳

次
が
重
視
し
て
い
た
考
え
で
す
。
人
材
育
成

に
も
非
常
に
注
力
し
て
お
り
、
１
９
３
８
年

に
は
神
奈
川
県
の
逗
子
に
、
自
身
が
理
想
と

す
る
研
修
施
設
「
聖
智
寮
」
を
つ
く
り
ま
し

た
。
ま
た
、
自
分
の
考
え
方
を
ま
と
め
た

『
社
員
讀
本
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。「
お
よ

そ
い
か
な
る
世
に
も
仕
事
を
す
る
に
大
切
な

る
も
の
は
人
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
忙

し
い
中
で
も
社
内
行
事
に
精
力
的
に
参
加
し

て
、
人
の
和
を
大
切
に
し
、
社
員
の
一
体
感

の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
知

識
や
技
術
だ
け
で
は
な
い
、
人
格
形
成
も
重

視
し
た
人
材
育
成
の
あ
り
方
を
、
東
京
メ
ト

ロ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
大
切
に
受
け
継
い
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
輸
送
計
画
に
向
け
た
準
備

―
―
海
外
事
業
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
村　
「
東
京
メ
ト
ロ
プ
ラ
ン
２
０
１
８
」
の

柱
の
一
つ
で
あ
る
「
成
長
へ
の
挑
戦
」
と
し

て
、
海
外
鉄
道
事
業
の
展
開
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
マ
ニ

ラ
、
カ
イ
ロ
な
ど
の
各
都
市
の
都
市
鉄
道
が

円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
材
育
成
や

技
術
支
援
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
都
市
鉄
道
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
鉄
道
事
業
の
ト
ー
タ

ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
強
み
を
発
揮
す
る

な
ど
、
海
外
鉄
道
事
業
の
新
た
な
展
開
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
２
年
後
に
迫
り
ま
し
た
。

山
村　

２
０
１
３
年
の
東
京
開
催
決
定
を
受

け
、
社
内
に
「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
推
進
本

部
」
を
設
け
て
、
地
下
鉄
事
業
の
安
全
・

サ
ー
ビ
ス
を
総
点
検
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
立
ち
上
げ
た
の
が
「
東
京
メ
ト

ロ
〝
魅
力
発
信
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、

「
沿
線
地
域
と
の
連
携
、
東
京
を
楽
し
く
」

「
地
下
鉄
を
わ
か
り
や
す
く
快
適
に
」「
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
安
心
で
お
出
迎

え
」
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基

づ
く
各
種
施
策
を
推
進
し
、
大
会

の
成
功
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
―
大
会
期
間
中
の
輸
送
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
準
備
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

山
村　

お
客
さ
ま
の
流
動
予
測
の

精
度
を
上
げ
て
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
人
の
流
れ
が
集
中

す
る
駅
で
の
臨
時
改
札
口
の
設
置
や
列
車
の

増
発
、
ご
案
内
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
大
会
を
開
催
地
の
輸
送
機
関
と

し
て
体
験
で
き
る
こ
と
は
、
鉄
道
事
業
を
磨

き
込
む
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
準
備
を
含
め
て
大

会
期
間
中
の
経
験
が
、
２
０
２
０
年
以
降
に

は
東
京
メ
ト
ロ
グ
ル
ー
プ
の
レ
ガ
シ
ー
と
な

り
ま
す
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
各
種
施
策
、

大
会
期
間
中
の
輸
送
を
成
し
遂
げ
た
自
信
、

そ
し
て
世
界
中
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し

し
た
心
、
こ
の
三
つ
を
将
来
に
継
承
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

早
川
徳
次
は
、
十
分
な
資
金
も
な
く
難
工

事
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
90
年
前
に
地
下
鉄
開
業
を
成
し
遂
げ
た
。

そ
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
精
神
」
は
一
番
大
切

な
精
神
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引

き
継
ぎ
、
東
洋
初
の
地
下
鉄
事
業
者
と
し
て

の
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
、
東
京
メ
ト
ロ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
東
京
と
と
も
に
成
長
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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特
集
：
安
全
・
安
定
輸
送
を
支
え
る
「
実
践
力
」
の
養
成

［
東
京
メ
ト
ロ 

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
探
訪
］

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

２
０
１
６
年
４
月
に
開
所
し
た
東
京
メ
ト
ロ
の
「
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
」。

広
大
な
敷
地
内
に
は
、
総
延
長
７
０
０
ｍ
に
お
よ
ぶ
訓
練
線
と
研
修
棟
が
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
内
の
鉄
道
施
設
は
、
す
べ
て
営
業
線
と
同
等
の
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

座
学
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
で
起
こ
り
得
る
事
象
を
再
現
し
て
、

知
識
と
技
術
を
磨
き
、
総
合
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修
・
訓
練
を
実
施
す
る
―
―

そ
の
研
修
体
制
の
注
目
度
は
高
く
、
開
所
か
ら
の
２
年
間
で

数
多
く
の
企
業
や
50
カ
国
以
上
の
国
が
視
察
に
訪
れ
て
い
る
。

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
東
京
メ
ト
ロ
の
人
材
育
成
理
念
を
紹
介
す
る
。

学
び
、磨
き
、

「
安
全
文
化
」
を
高
め
る
。

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
み
る
人
材
育
成
の
現
場

REPO
RT



「
地
下
鉄
の
父
」の
人
材
育
成
理
念
を
受
け
継
ぐ

東
洋
で
最
初
の
地
下
鉄
・
上
野

－

浅
草
間

が
開
通
し
た
の
は
、
１
９
２
７
年
12
月
30
日
。

そ
の
開
通
に
尽
力
し
、
後
に
「
地
下
鉄
の
父
」

と
言
わ
れ
る
「
東
京
地
下
鐵
道
株
式
会
社
」

の
早
川
徳
次
は
、
大
量
輸
送
の
基
盤
は
安
全

で
あ
る
と
い
う
思
想
を
持
ち
、
乗
客
の
安
全

を
担
う
社
員
た
ち
の
教
育
に
早
く
か
ら
力
を

入
れ
て
い
た
。
体
系
だ
っ
た
人
材
育
成
の
歴

史
も
古
く
、
１
９
３
８
年
に
は
神
奈
川
県
・

逗
子
に
研
修
施
設
「
聖
智
寮
」
を
建
設
、
本

格
的
な
社
員
教
育
を
開
始
し
て
い
る
。

以
降
、「
聖
智
寮
」
の
思
想
を
受
け
継
ぐ

研
修
施
設
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

１
９
４
２
年
に
「
私
立
交
通
営
団
青
年
学

校
」
を
設
立
し
て
、
職
業
科
に
お
い
て
職
員

教
育
を
実
施
。
同
校
は
１
９
５
１
年
に
「
交

通
営
団
教
習
所
」
と
改
称
し
た
後
、
組
織
改

正
を
経
て
、
１
９
８
９
年
に
は
人
事
部
か
ら

独
立
し
た
「
研
修
所
（
附
属
機
関
）」
と
し

て
新
た
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
４
年

に
は
東
京
メ
ト
ロ
誕
生
に
伴
い
、「
研
修
セ

ン
タ
ー
」
に
名
称
変
更
し
た
。

研
修
セ
ン
タ
ー
に
は
、
電
車
運
転
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
や
Ｃ
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
整
備
さ

れ
、
２
０
０
６
年
に
は
模
擬
駅
に
よ
る
研
修

施
設
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）」、
２
０
０
７
年
に
は

「
事
故
に
学
ぶ
展
示
室
」
を
開
設
す
る
な
ど
、

機
能
の
拡
充
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
の
研
修
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と

し
て
、
各
所
に
点
在
し
て
い
た
各
部
門
の
研

修
施
設
を
統
合
し
、
２
０
１
６
年
４
月
、
江

東
区
新
木
場
に
開
設
し
た
の
が
「
総
合
研
修

訓
練
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。

敷
地
面
積
は
約
２
万
７
０
０
０
㎡
。
５
階

建
て
の
研
修
棟
に
加
え
、
総
延
長
７
０
０
ｍ

に
お
よ
ぶ
「
営
業
線
に
準
じ
た
訓
練
線
」
を

備
え
て
い
る
の
が
最
大
の
特
徴
だ
。
延
べ
床

面
積
約
１
万
９
０
０
０
㎡
の
研
修
棟
に
は
、

模
擬
駅
や
ホ
ー
ム
、
部
門
ご
と
の
教
習
室
や

各
種
設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

「
鉄
道
事
業
の
原
点
で
あ
る
『
安
心
』
を

お
客
さ
ま
に
提
供
し
、『
安
全
』
を
支
え
る

の
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
力
。
総
合
研
修

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
社
員
一
人
ひ
と

り
が
腕
を
磨
く
た
め
の
場
と
仕
組
み
を
提
供

す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
営
業
線

と
同
じ
環
境
で
、
時
間
の
制
約
が
な
い
、
失

敗
を
恐
れ
ず
に
で
き
る
訓
練
の
場
。
同
じ
職

種
だ
け
で
は
な
く
、
部
門
を
超
え
て
全
職
種

が
参
加
す
る
訓
練
も
実
施
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
人
事
部
総
合
研
修
訓
練
セ
ン

タ
ー
の
川
上
幸
一
所
長
は
語
る
。　

総
延
長
７
０
０
ｍ
に
お
よ
ぶ
訓
練
線

そ
れ
で
は
主
な
設
備
を
見
て
い
こ
う
。
駅

構
内
を
す
べ
て
実
機
で
再
現
し
た
「
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｓ

Ｃ
）」
は
、
主
に
駅
係
員
の
接
客
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
使
用
さ
れ
る
。
券
売
機
や
自
動
改
札
機

な
ど
駅
務
機
器
の
故
障
時
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

訓
練
や
接
客
応
対
研
修
が
こ
こ
で
行
わ
れ
る
。

「
改
札
が
有
人
だ
っ
た
時
代
、
改
札
に
は

何
人
か
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
新
人
は
先

輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
仕
事
を

覚
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
は
自
動
改

札
で
、
改
札
に
は
１
人
し
か
就
か
な
い
の

で
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
機
能
し
な
い
。
定
期
的
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
客
さ

ま
視
点
に
立
っ
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
は

何
か
を
自
ら
考
え
、
身
に
付
け
て
も
ら
う
」

（
川
上
所
長
）

Ｓ
Ｓ
Ｃ
と
直
結
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
模

擬
駅
に
は
３
両
ホ
ー
ム
（
70
ｍ
）
が
あ
り
、

実
際
の
駅
の
ホ
ー
ム
と
同
じ
設
備
が
揃
っ
て

い
る
。
ま
た
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
設

備
や
壁
面
、
床
下
の
一
部
が
ス
ケ
ル
ト
ン
に

な
っ
て
お
り
、
内
部
構
造
を
見
て
学
ぶ
こ
と

も
で
き
る
。
３
両
編
成
の
実
車
を
走
行
・
停

車
さ
せ
て
、
ホ
ー
ム
・
列
車
監
視
業
務
訓
練

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
る
。

「
運
転
士
や
車
掌
、
駅
係
員
に
必
要
な
実

践
的
な
訓
練
が
こ
こ
で
で
き
る
。
例
え
ば
ド

ア
挟
み
事
故
等
を
想
定
し
た
、
列
車
の
緊
急

停
止
訓
練
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
」
と
川
上

所
長
は
説
明
す
る
。

訓
練
だ
け
で
は
な
く
、
盲
学
校
の
生
徒
た

ち
を
招
い
て
、
線
路
に
下
り
て
ホ
ー
ム
の
高

さ
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
り
、
消
防
署
と
一

体
と
な
っ
た
異
常
時
想
定
訓
練
な
ど
に
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。

「
実
際
の
営
業
線
で
起
き
得
る
事
象
を
す

べ
て
想
定
し
て
再
現
で
き
る
。
過
去
に
起
き

た
輸
送
障
害
事
故
を
再
現
し
、
各
部
門
協
力

し
て
、
安
全
に
、
迅
速
に
、
復
旧
す
る
訓
練

を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
活

用
の
仕
方
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
」
と
川
上

所
長
は
期
待
を
込
め
る
。

３
両
ホ
ー
ム
の
模
擬
駅
は
「
セ
ン
タ
ー
中
央

駅
」の
駅
名
で
、訓
練
線
が
建
物
外
に
あ
る
「
セ

ン
タ
ー
西
駅
」の
模
擬
駅
３
両
ホ
ー
ム
を
結
ぶ
。

訓
練
線
は
、
運
転
実
習
線
と
技
術
実
習
線

の
二
つ
の
エ
リ
ア
が
あ
り
、
模
擬
駅
ホ
ー
ム

を
結
ぶ
運
転
実
習
線
は
、
通
常
列
車
が
走
行

す
る
ト
ン
ネ
ル
区
間
と
地
上
区
間
を
兼
ね
備

え
た
エ
リ
ア
で
、
実
車
を
使
用
し
た
総
合
的

な
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
。
技
術
実
習
線
は
非

通
電
の
エ
リ
ア
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
設
備

の
分
解
や
修
理
な
ど
の
実
地
訓
練
が
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
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ま
た
、
橋
梁
・
高
架
橋
も
ト
ラ
ス
橋
梁
、

プ
レ
ー
ト
ガ
ー
タ
ー
橋
梁
、
Ｒ
Ｃ
高
架
橋
、

Ｐ
Ｃ
高
架
橋
の
４
種
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

軌
道
や
土
木
構
造
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る

訓
練
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

「
橋
梁
は
構
造
が
複
雑
な
の
で
座
学
だ
け

で
は
理
解
し
に
く
い
。
部
材
が
ど
う
い
う
役

割
を
し
て
い
て
、
ど
こ
に
力
が
溜
ま
る
の

か
、
ど
こ
が
劣
化
し
や
す
い
の
か
。
自
分
の

目
で
見
て
こ
そ
理
解
で
き
る
部
分
が
非
常
に

多
い
」（
川
上
所
長
）

営
業
線
と
同
等
の
鉄
道
施
設
を
備
え
た
総

合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
メ
ト
ロ
の

全
技
術
を
集
約
し
た
訓
練
拠
点
だ
。
実
態
に

即
し
た
訓
練
で
現
場
を
体
感
し
、
実
践
力
の

向
上
を
目
指
す
。
ま
た
、
研
修
棟
で
の
座
学

と
実
技
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
さ
ら
に
大

き
な
学
習
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

座
学
＋
訓
練
で
即
時
性
の
高
い
研
修
へ

研
修
棟
に
は
、
各
部
門
の
職
域
に
対
応
す

る
教
習
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
・
車
両
教
材
室
に
は
７
０
０
０
系
・

１
６
０
０
０
系
の
モ
デ
ル
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
前
面
・
後
方
に
映
像
を
映
し
出
し
、
走

行
音
や
車
両
の
揺
れ
を
発
生
さ
せ
な
が
ら
、

本
番
さ
な
が
ら
の
模
擬
運
転
が
で
き
る
。
座

学
で
異
常
時
対
応
を
学
び
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

で
疑
似
体
験
を
し
な
が
ら
事
例
ご
と
の
対
応

を
実
践
的
に
習
得
す
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に

は
異
常
時
を
含
め
た
約
１
５
０
パ
タ
ー
ン
の

メ
ニ
ュ
ー
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
信
号
教
習
室
に
は
、
鉄
道
模
型
の

ほ
か
、
実
物
の
信
号
装
置
・
連
動
装
置
・
転

て
つ
機
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
信
号
に
関
わ
る

知
識
を
学
ぶ
。
電
気
教
習
室
に
は
変
電
・
電

気
室
・
機
械
・
信
号
・
通
信
な
ど
の
電
気
設

備
が
備
え
て
あ
り
、
列
車
運
行
に
影
響
が
な

い
環
境
下
で
、
装
置
の
仕
組
み
や
保
守
を
学

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
教
習

室
に
も
座
学
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
即
時
性
の

高
い
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
。

そ
の
ほ
か
、
多
機
能
ト
イ
レ
や
駅
施
設
の

床
・
壁
・
天
井
の
構
造
を
「
見
え
る
化
」

し
、
防
音
・
防
振
仕
様
や
排
水
な
ど
の
仕
組

み
を
理
解
す
る
ス
ケ
ル
ト
ン
教
習
室
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
が
作
動
し
た
際
の
実
際
の
様
子

を
体
験
し
た
り
、
止
水
板
の
設
置
訓
練
な
ど

を
行
う
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
教
習
室
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

「
営
業
線
と
同
等
の
訓
練
線
や
実
物
に
触

れ
て
学
べ
る
教
習
室
の
充
実
し
た
設
備
で
、

研
修
内
容
が
格
段
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
。

社
員
も
熱
意
を
持
っ
て
研
修
や
訓
練
に
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
川
上
所
長
は
、
総
合
研
修

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
意
義
を
語
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
を
導
入

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
人
事
部
付
き
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の
施
設
で
、
人
事
部
が
全
社
、
各
部
門
、
各

現
業
の
研
修
・
訓
練
を
統
括
す
る
。

「
各
部
門
の
研
修
や
訓
練
内
容
は
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
組
み
立
て
、
人
事
部
が
把
握
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
仕
組
み
は
以

前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
総
合
研
修
訓
練

セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
て
以
降
は
、
部
門
間
で

研
修
の
交
流
が
生
ま
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良

い
点
を
相
互
に
取
り
入
れ
る
な
ど
の
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
」
と
川
上
所
長
は
語
る
。

駅
係
員
の
育
成
や
乗
務
員
の
養
成
で
は
、

見
習
い
１
人
に
対
し
、
１
人
の
指
導
員
が
実

技
（
技
能
）
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

水
平
展
開
と
し
て
、
例
え
ば
工
務
部
で
は
、

新
入
社
員
１
人
に
先
輩
１
人
を
ト
レ
ー
ナ
ー

と
し
て
付
け
、
実
務
面
を
指
導
す
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ

ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。

「
長
年
の
経
験
に
培
わ
れ
た
知
識
や
技
能

に
は
、
誰
も
が
共
有
で
き
る
形
に
明
示
化
で

き
る
形
式
知
と
、
明
示
化
で
き
な
い
暗
黙
知

が
あ
る
。
そ
の
両
方
を
伝
え
て
い
く
の
が

『
人
財
』
教
育
だ
と
考
え
て
い
る
。
総
合
研

修
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
・
訓
練
と
Ｏ
Ｊ

Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
で
『
人
』
を
育
て
る
。

地
下
鉄
の
人
財
育
成
と
言
え
ば
東
京
メ
ト
ロ

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」（
川

上
所
長
）

新
入
社
員
の
教
育
に
つ
い
て
は
体
系
が
固

ま
り
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
な
る
社
員
の
教
育
が

次
の
課
題
だ
。
ま
た
、
研
修
・
訓
練
自
体
を

検
証
す
る
研
修
管
理
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
も

挙
が
っ
て
い
る
。

「
学
び
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
必
ず
学
べ

る
環
境
が
整
っ
て
い
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
が
足
り
な
い
の
か
、
改
善

点
は
ど
こ
か
を
常
に
考
え
続
け
て
い
る
」
と

川
上
所
長
は
語
っ
て
い
る
。

施
設
を
活
用
し
た
部
門
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
取
材
時
に
は
、
新
入
社
員
を
対
象
に
営
業

部
門
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
研
修
が
行
わ
れ
て
い

た
。
障
害
の
あ
る
利
用
客
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

研
修
だ
。

「
鉄
道
事
業
の
中
で
駅
係
員
は
お
客
さ
ま

と
最
初
に
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
知
識
と
技

能
を
備
え
た
上
で
、
お
も
て
な
し
の
心
を
持

ち
、
お
客
さ
ま
の
心
に
寄
り
添
う
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
」

と
鉄
道
本
部
営
業
部
営
業
企
画
課
の
高
山
雅

行
課
長
補
佐
は
語
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
多
様
な
案
内
パ
タ
ー
ン
が
再
現

で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。「
お
客

さ
ま
個
々
の
ニ
ー
ズ
や
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る

接
客
は
、
知
識
を
補
う
経
験
や
思
い
が
必
要

に
な
る
」（
高
山
課
長
補
佐
）
の
で
、
ロ
ー

ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
で
学
習
す
る
。

ま
た
、
模
擬
駅
ホ
ー
ム
や
車
両
が
使
え
る

よ
う
に
な
り
、
営
業
部
門
研
修
の
幅
も
広

が
っ
た
。
線
路
に
モ
ノ
を
落
と
し
た
、
列
車

の
ド
ア
に
鞄
や
衣
服
が
挟
ま
っ
た
―
―
営
業

15 MINTETSU SUMMER 2018

特集：安全・安定輸送を支える「実践力」の養成
［東京メトロ 総合研修訓練センター探訪］

エントランスのエスカレーターを上ると、ガラス扉越しに SSC が見えてくる。

鉄道本部 工務部 工務企画課
課長補佐

桐畑 猛
Takeshi KIRIHATA



線
で
起
こ
り
得
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
想
定

し
な
が
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
く
。

「
中
で
も
効
果
が
高
い
の
は
列
車
を
停
止

さ
せ
る
訓
練
。
実
際
に
ホ
ー
ム
と
電
車
を
使

え
る
の
で
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
。
以
前
は
教
室
内
で
資
料
を
使
い
な
が
ら

講
義
を
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
併
せ
て
実
技

的
な
訓
練
を
行
っ
て
、
連
続
し
た
動
作
の
流

れ
を
体
で
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
高
山

課
長
補
佐
は
そ
の
効
果
を
語
る
。

営
業
部
門
の
新
入
社
員
は
総
合
研
修
訓
練

セ
ン
タ
ー
で
1
カ
月
の
研
修
を
受
け
た
後
、

現
業
に
配
属
さ
れ
、
１
カ
月
後
に
５
日
間
の

研
修
を
受
け
る
。
そ
の
後
は
４
年
目
に
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
マ
イ

ン
ド
を
学
ぶ
営
業
部
門
研
修
は
年
に
１
回
、

実
施
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
総
合
的
な
訓
練
施
設
で
研
修
成
果

を
挙
げ
て
い
る
部
門
の
一
つ
に
工
務
部
門
が

あ
る
。
新
入
社
員
に
は
約
２
カ
月
間
の
研
修

期
間
が
設
け
ら
れ
る
が
、
会
社
全
体
の
研

修
、
工
務
部
門
共
通
の
研
修
を
そ
れ
ぞ
れ
１

週
間
行
っ
た
後
は
、
軌
道
・
土
木
・
建
築
の

専
門
分
野
に
分
か
れ
て
の
研
修
と
な
る
。

「
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
は
線
路
、

ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
な
ど
本
物
と
同
じ
鉄
道
施

設
が
整
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
新
線
建
設
な

ど
で
線
形
や
土
木
構
造
の
計
算
を
し
た
り
、

営
業
線
の
保
守
管
理
の
基
盤
と
な
る
こ
と
は

現
場
で
仕
事
を
し
な
が
ら
学
ん
で
い
っ
た

が
、
現
在
は
現
場
で
学
ぶ
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
本
物
と
同
じ
施
設
を
見

て
触
っ
て
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
研
修
は
成
果

が
高
く
、
大
事
な
こ
と
は
こ
こ
で
徹
底
的
に

身
に
付
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
鉄

道
本
部
工
務
部
工
務
企
画
課
の
桐
畑
猛
課
長

補
佐
は
意
欲
的
だ
。

中
で
も
、
営
業
線
に
準
じ
た
訓
練
線
が
整

備
さ
れ
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
こ
れ

ま
で
は
座
学
で
学
び
、
改
め
て
現
場
に
足
を

運
ん
で
実
習
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
教
習

室
で
座
学
で
学
ん
だ
後
、
訓
練
線
に
移
動
し

て
、
施
設
の
構
造
を
実
地
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
再
び
教
習
室
に
戻
っ
て
、
体

験
で
得
た
知
識
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
。

さ
ら
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
時
間
的
な
制
約
が

減
少
し
た
こ
と
だ
。
営
業
線
施
設
を
使
用
し

た
訓
練
は
、
終
電
後
の
夜
間
に
、
あ
る
い
は

車
両
基
地
の
一
部
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
も
解
消
さ
れ
た
。

「
一
連
の
時
間
的
、
空
間
的
制
約
が
解
消

さ
れ
た
こ
と
が
、
学
習
効
果
の
高
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」（
桐
畑
課
長
補
佐
）
と
い
う
。

ま
た
、
東
京
メ
ト
ロ
で
は
ト
ン
ネ
ル
や
建

築
物
の
点
検
・
補
修
結
果
を
す
べ
て
デ
ー
タ

化
し
て
蓄
積
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
研
修
で

大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ト
ン

ネ
ル
内
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
か
ざ
す
と
、
バ
ー

チ
ャ
ル
で
ひ
び
な
ど
の
事
象
が
現
れ
、
変
状

や
ラ
ン
ク
が
示
さ
れ
る
。
実
例
に
基
づ
き
、

点
検
・
補
修
の
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
て

い
く
わ
け
だ
。

「
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
鉄
道
施
設
は
経
年
で

劣
化
し
て
い
く
の
で
保
守
が
ま
す
ま
す
重
視

さ
れ
て
い
く
。
壊
れ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
そ

の
前
に
気
づ
け
る
目
を
養
う
必
要
が
あ
る
」

と
桐
畑
課
長
補
佐
は
語
る
。

実
際
の
検
査
や
保
守
は
終
電
後
か
ら
始
発
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ま
で
の
約
３
時
間
の
間
に
行
う
た
め
、
作
業

を
効
率
的
に
行
う
訓
練
も
欠
か
せ
な
い
。

「
工
務
部
門
の
夜
間
作
業
が
完
遂
さ
れ
な

い
と
、
翌
朝
の
始
発
は
運
行
さ
れ
な
い
。
直

に
接
す
る
こ
と
は
少
な
く
て
も
、
自
分
た
ち

の
仕
事
は
お
客
さ
ま
に
確
実
に
影
響
が
あ
る

と
い
う
意
識
を
強
く
持
っ
て
、
安
全
を
守
る

社
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
桐
畑
課
長
補
佐

は
語
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
指
定
の
運
転
士
養
成
所

東
京
メ
ト
ロ
の
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０ 

０
４
年
に
国
土
交
通
省
か
ら
動
力
車
操
縦
者

（
運
転
士
）
養
成
所
の
指
定
を
受
け
、
運
転

士
の
養
成
を
行
っ
て
い
る
。
運
転
士
の
養
成

期
間
は
学
科
３
カ
月
半
、
技
能
講
習
４
カ
月

で
、
試
験
を
含
め
る
と
９
カ
月
に
及
ぶ
。

「
動
力
車
操
縦
者
養
成
研
修
は
、
運
転
士

と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
や
訓
練
線
を
活
用
し
て

い
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
は
ほ
ぼ
毎
年
改
良
さ

れ
、
映
像
だ
け
で
は
な
く
、
音
や
揺
れ
、
速

度
ま
で
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
た
環
境
下
で
訓

練
で
き
る
。
訓
練
線
で
は
、
運
転
士
だ
け
で

は
な
く
、
車
掌
と
一
緒
に
合
同
訓
練
が
で
き

る
の
で
、
全
体
的
な
視
野
を
養
い
、
現
場
で

の
対
応
力
を
身
に
付
け
る
意
味
で
も
効
果
が

高
い
」
と
人
事
部
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
山
田
政
紀
課
長
補
佐
は
解
説
す
る
。

養
成
期
間
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
研

修
に
お
い
て
も
、
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
存
在
は
非
常
に
有
意
義
だ
と
い
う
。
国
家

資
格
を
取
得
し
て
運
転
部
に
配
属
さ
れ
た
後

も
、
１
年
後
に
４
日
間
、
３
年
後
に
２
日
間

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
が
行
わ
れ
る
。

「
車
両
や
各
種
設
備
の
性
能
向
上
で
、
車

両
や
信
号
の
故
障
は
確
か
に
減
少
し
た
が
、

異
常
時
に
は
乗
務
員
の
対
応
が
必
要
に
な

る
。
現
場
で
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ

と
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
訓
練
線
を
使
っ
て
実

践
的
に
習
得
す
る
。
養
成
期
間
と
は
ま
た
異

な
り
、
現
場
経
験
を
積
ん
だ
後
の
研
修
の
意

義
は
ひ
と
き
わ
大
き
い
」（
山
田
課
長
補
佐
）

ま
た
課
題
と
し
て
、「
知
識
や
技
能
を
磨

く
段
階
で
意
識
も
一
緒
に
高
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
理
想
的
だ
が
、
保
安
装
置
な
ど

の
機
器
が
進
化
し
て
き
た
中
で
は
、
か
つ
て

と
同
じ
や
り
方
で
は
難
し
い
面
も
あ
る
。
異

常
時
に
は
、
ど
う
判
断
し
、
ど
う
対
応
す
る

の
か
、
何
を
な
す
べ
き
な
の
か
。
乗
務
員
と

し
て
の
使
命
と
意
識
を
よ
り
深
い
と
こ
ろ
で

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き

た
い
」
と
山
田
課
長
補
佐
は
語
る
。

運
転
士
も
車
掌
も
養
成
段
階
で
指
導
員
が

付
く
が
、
指
導
員
に
よ
っ
て
指
導
内
容
に
差

異
が
な
い
よ
う
に
、
総
合
研
修
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
は
指
導
員
の
研
修
も
実
施
す
る
な

ど
、
幾
層
も
の
教
育
を
実
施
し
て
い
る
と
い

う
。
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部
門
を
超
え
る
、
部
門
内
で
競
う

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
た
な
訓
練
の
一
つ

に
「
部
門
横
断
訓
練
」
が
あ
る
。
各
部
門
の

研
修
設
備
が
集
約
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全

職
種
が
一
堂
に
会
し
た
訓
練
が
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

東
京
メ
ト
ロ
に
は
９
路
線
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
を
持
つ
た
め
、
路
線
ご

と
に
各
部
門
の
社
員
が
集
ま
り
、
過
去
に
発

生
し
た
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
事
案
を
想
定

し
て
、
発
生
か
ら
運
行
再
開
ま
で
、
一
連
の

対
応
と
作
業
の
流
れ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す

る
。
自
身
の
職
務
を
確
認
し
果
た
す
と
と
も

に
、
他
部
門
の
動
き
を
理
解
し
、
各
部
門
へ

の
連
絡
の
仕
方
な
ど
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
、
訓
練
の
狙
い
だ
。
そ
の
後
は
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
気
づ
き
を
共
有
し
、

個
別
の
役
割
と
連
携
の
両
面
か
ら
異
常
時
の

対
応
を
学
ぶ
。

一
方
、
部
門
内
で
は
専
門
技
術
な
ど
の
向

上
を
目
的
と
し
た
「
技
能
競
技
会
」
や
「
接

客
選
手
権
」
が
開
催
さ
れ
る
。
技
能
競
技
会

は
車
両
・
工
務
・
電
気
な
ど
技
術
部
門
別
に

開
催
さ
れ
る
競
技
会
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題

に
お
い
て
、
い
か
に
早
期
に
復
旧
で
き
る
か
、

路
線
別
に
競
う
。
ま
た
、
接
客
選
手
権
は
営

業
部
門
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
各
職
場
の

代
表
者
が
出
場
。
利
用
客
の
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
に
応
対
し
な
が
ら
、
接
客
技
術
を
競
う
。

こ
う
し
た
競
技
会
は
、
い
ず
れ
も
事
前
に

練
習
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
各
社
員

の
技
術
や
技
能
を
自
発
的
に
磨
く
好
機
と

な
っ
て
い
る
。

事
故
の
教
訓
を
伝
え
る
安
全
繋
想
館

　
鉄
道
の
安
全
・
安
定
運
行
の
た
め
に
は
、

鉄
道
事
業
に
携
わ
る
社
員
と
し
て
の
「
安
全

意
識
」
の
育
成
も
重
要
だ
。

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
安
全

に
対
す
る
決
意
を
社
員
が
胸
に
刻
む
、「
安

全
繋
想
館
」
と
い
う
特
別
な
空
間
が
あ
る
。

２
０
０
０
年
３
月
８
日
に
発
生
し
た
日
比

谷
線
の
列
車
脱
線
衝
突
事
故
で
は
、
乗
客
５

人
が
死
亡
、
64
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
。
同

事
故
や
過
去
に
起
こ
っ
た
事
故
の
貴
重
な
教

訓
を
形
骸
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、「
同
じ
過

ち
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
強
い
決
意
と
、
さ
ら
に
安
全
意
識
の
高

い
企
業
風
土
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
開
設
さ
れ
て
い
る
。

「
安
全
繋
想
館
は
、
文
字
通
り
、
安
全
に

対
す
る
社
員
の
想
い
を
繋
い
で
い
く
場
。
過

去
に
起
き
た
事
故
を
き
ち
ん
と
語
り
伝
え
、

社
員
の
一
人
ひ
と
り
が
そ
こ
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
取
り
、
安
全
文
化
を
構
築
し
て
い

く
」
と
鉄
道
本
部
安
全
・
技
術
部
安
全
推
進

担
当
の
山
口
浩
二
課
長
は
そ
の
役
割
を
語

る
。同

様
の
施
設
は
前
研
修
セ
ン
タ
ー
に
も

「
事
故
に
学
ぶ
展
示
室
」（
２
０
０
７
年
開

設
・
95
㎡
）
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は

３
４
０
㎡
を
充
当
し
、
安
全
意
識
の
さ
ら
な

る
啓
発
の
た
め
、
7
設
備
を
充
実
さ
せ
た
。

過
去
、「
事
故
に
学
ぶ
展
示
室
」
の
開
設

も
担
当
し
た
山
口
課
長
は
「
当
時
は
、
既
存
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上／信号に関わる知識を学ぶ「信号教習室」。右／教習室内に設置された転てつ機。

駅設備の仕組みを見て学ぶ「スケルトン教習室」。

電気設備のすべてを備えた「電気教習室」。

「シミュレータ・車両教材室」では、より現実に近い環境の中で訓練が行われる。
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社員への講話をまとめた『社員讀本』

　1881 年、現在の山梨県笛吹市に生まれた早川徳次は、旧制甲
府中学、第六高等学校を経て、1908 年に早稲田大学法科を卒業
した。南満州鉄道に入社して後藤新平に出会った早川は、やがて
後藤が逓信大臣と鉄道院総裁に就任すると、自らの新たな道と
して実業界における鉄道事業を選択する。自ら志願して就いたの
は、鉄道事業の現場業務だった。中部鉄道管理局庶務から新橋駅
手荷物係、改札係、車掌などを経験したが、当時、大卒者がこう
した仕事を担当するのは非常に珍しいことだった。早川は、後藤
新平の「金を残すは下、仕事を残すは中、人を残すは上」という
考えに強く影響を受けるとともに、鉄道の現場における実務体験
から、「鉄道事業は人によって為されている」という思想を培っ
ていったのだろう。
　1927 年 12 月 30 日に日本初の地下鉄が開通し、延伸を続け
ていく中、早川は人材育成についての体制を整えていく。1938
年、神奈川県・逗子に研修施設「聖智寮」を設置し、ここで合宿
訓練など社員の技能向上だけではなく精神修養のための教育を行
い、本格的な社員教育をスタートさせた。技能と人徳の両立。こ
れこそが早川が目指していたものであり、聖智寮は早川の人材育
成への熱意を具現化した施設だった。多忙な毎日ではあったが、
早川はここで訓練を行う社員たちのために、自らもできるだけ足
を運び、社員たちに語りかけた。
　こうした早川の社員に向けた講話をまとめたものが『社員讀
本』である。聖智寮が設置された翌年の 1939 年、東京地下鉄
道創立 20 周年を記念して発行された。「およそいかなる世にも、
仕事をするに大切なるものは人である」という一文から始まるよ
うに、仕事人としてだけではなく、日本人として、また人間とし
ての生き方をも、社員一人ひとりに説いたものである。

理想的な人間の象徴として教える四聖人の像

　聖智寮に始まり、今日の総合研修訓練センターまで、東京メ
トロの歴代の研修施設には、早川がつくらせた「四聖人像」が
置かれている。世界の四聖人はキリスト・釈迦・孔子・ソクラ
テスが挙げられることが多いが、早川はソクラテスではなく、
飛鳥時代の政治家・宗教家として多くの業績を残した聖徳太
子を挙げ、聖徳太子は「和」、キリストは「敬愛」、釈迦は「慈
悲」、孔子は「人の道」を教える存在として、「理想的な人間の
象徴」とした。現在、四聖人像は総合研修訓練センター２階に
展示されている。おのずと、研修・訓練に取り組む社員たちの
目に触れることも多く、志を持つ社員たちに大きな影響を与え
ている。
　早川自身も非常に自己を律する人間であり、どんなに遅く帰
宅しても翌朝は早起きして、観音経を唱えてから町内を一回り
するのが日課だったという。早川は 1940 年に地下鉄事業の実
業界を去ることになるが、引退後も山梨の生家に「青年道場」
をつくる計画を立てていた。残念ながら道場の完成を見ること
なく 1942 年にこの世を去ったが、実際に道場の建設も進めら
れていたという。
　地下鉄の父として知られる早川は、地下鉄建設で大変な苦労
をしながらも「いつかきっと、東京中にクモの巣のように地下
鉄が張り巡らされる日が来る」と語っていた。人々に大きな驚
きと期待を持って迎えられた開業以降、東京の地下鉄は、早川
の意思を受け継ぐ社員の日々の努力によって発展を重ねている。
先見性に満ちていた早川の言葉が実現した現在、早川が将来を
見据えて目指した人づくりのＤＮＡもまた東京メトロに受け継
がれ、人材育成が行われている。

「
お
よ
そ
い
か
な
る
世
に
も
、

 
仕
事
を
す
る
に
大
切
な
る
も
の
は

 

人
で
あ
る
」

早
川
徳
次
の
「
人
づ
く
り
」

東
洋
初
と
な
る
地
下
鉄
の
開
業
に
最
も
貢
献
し
た
早
川
徳
次
は
、
地
下
鉄
の

発
展
に
尽
く
す
と
と
も
に
、
社
員
教
育
も
熱
意
を
持
っ
て
進
め
た
。
早
川
の
人

づ
く
り
の
思
想
は
『
社
員
讀
本
』
や
、「
四
聖
人
」
の
設
置
に
も
表
れ
て
い
る
。

早
川
が
築
い
た
「
人
づ
く
り
」
の
礎
を
振
り
返
る
。

早川がつくらせた「四聖人」像。

総合研修訓練センターのエントランスに展示されている
早川徳次を顕彰するパネル。

早川の講話をまとめた『社員讀本』。



の
研
修
セ
ン
タ
ー
内
に
後
か
ら
展
示
室
を
つ

く
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
ス
ペ
ー
ス
的
に

も
制
約
が
あ
っ
た
。
当
時
、
構
想
は
あ
り
な

が
ら
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
安
全
繋
想
館

で
実
現
で
き
た
」
と
説
明
す
る
。

館
内
は
、
入
口
に
、
日
比
谷
線
列
車
脱
線

衝
突
事
故
の
事
故
現
場
が
写
真
パ
ネ
ル
と
と

も
に
曲
線
を
描
い
て
再
現
さ
れ
、
事
故
現
場

か
ら
回
収
さ
れ
た
ま
く
ら
木
と
事
故
状
況
を

伝
え
る
ジ
オ
ラ
マ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
事
故

の
故
障
、
損
傷
品
が
展
示
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
で
事
故
を
解
説
す
る
。

「
受
け
身
で
終
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
る
。
失
敗

を
経
験
す
る
機
会
が
な
い
と
『
自
分
は
事
故

を
起
こ
さ
な
い
』
と
自
身
を
過
信
し
て
し
ま

い
が
ち
に
な
る
。『
人
間
の
起
こ
す
過
ち

（
エ
ラ
ー
）
に
は
、
必
ず
そ
の
背
景
（
要
因
）

が
あ
る
』
こ
と
を
十
分
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
疑
似
体
験
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
過
ち
を
未
然
に

防
ぐ
、
自
ら
を
振
り
返
り
考
え
る
こ
と
を
通

し
て
得
ら
れ
る
『
気
づ
き
』
を
期
待
し
て
い

る
」（
山
口
課
長
）

こ
の
安
全
繋
想
館
を
活
用
し
て
、
全
社
員

を
対
象
に
、
安
全
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
同

館
で
研
修
を
受
け
た
後
、
日
比
谷
線
の
事
故

現
場
に
あ
る
慰
霊
碑
に
向
か
う
。
こ
の
形
式

で
行
う
安
全
研
修
は
、
同
館
の
開
設
を
契
機

に
始
め
ら
れ
、
２
年
が
経
ち
、
グ
ル
ー
プ
企

業
を
含
む
全
社
員
が
受
講
し
た
。

「
１
巡
目
で
は
日
比
谷
線
の
列
車
脱
線
衝

突
事
故
が
い
つ
ど
う
や
っ
て
起
き
た
の
か
を

説
明
し
た
。
今
度
は
、
同
じ
内
容
を
繰
り
返

す
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
を
示
し
、
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
自
分
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」
と
山
口
課
長
は
語
る
。

日
比
谷
線
の
列
車
脱
線
衝
突
事
故
か
ら
18

年
が
過
ぎ
、
事
故
後
に
入
社
し
た
社
員
は
６

割
を
超
え
た
。

「
私
た
ち
が
担
う
鉄
道
事
業
は
経
営
上
、

集
客
と
い
う
目
的
を
持
つ
た
め
、
華
や
か
に

見
え
る
部
分
も
あ
る
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
命
を
お
預
か
り
し
て
い
る
。
輸
送
の
責
任

の
重
大
さ
、
安
全
が
根
底
に
あ
っ
て
こ
そ
快

適
性
や
楽
し
さ
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
。
個
々

の
社
員
が
鉄
道
事
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
の

使
命
感
を
持
ち
、
自
ら
の
業
務
に
当
た
る
。

鉄
道
が
毎
日
き
ち
ん
と
動
く
こ
と
、
毎
日
の

安
全
・
安
定
運
行
こ
そ
が
社
会
貢
献
に
つ
な

が
る
の
だ
と
い
う
意
識
を
強
く
持
っ
て
ほ
し

い
」（
山
口
課
長
）

安
全
研
修
は
今
年
７
月
か
ら
２
巡
目
に
入

る
。
鉄
道
事
業
の
原
点
は
「
安
全
」
に
あ
る

―
―
社
員
一
人
ひ
と
り
が
、事
故
の
教
訓
を

し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
を
続
け
て

い
る
。

MINTETSU SUMMER 2018 20

鉄道本部 安全・技術部
安全推進担当 課長

山口浩二
Koji YAMAGUCHI

事故の現場状況を伝えるジオラマ。 日比谷線列車脱線衝突事故を今に語り伝える写真パネル。

なぜ事故は起こったのか。「展示コーナー」では事故の教訓を学ぶ。

事故現場から回収されたまくら木を展示。

安全繋想館の「視聴覚教室」。
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特集：安全・安定輸送を支える「実践力」の養成
［東京メトロ 総合研修訓練センター探訪］

「運輸安全マネジメント制度」の運用を支援

　2005 年４月に発生したＪＲ福知山線の脱線事故に鑑み、国土交通
省は鉄道事業法を改正、2006 年 10 月に「運輸の安全性の向上のため
の鉄道事業法等の一部を改正する法律（運輸安全一括法）」を施行し、

「運輸安全マネジメント制度」を導入した。
　運輸安全マネジメント制度の目的は、運輸事業者自らが安全管理体
制を構築し、継続的に改善していくことで、輸送の安全性を向上させ
ていくことにある。運輸安全マネジメント制度の導入により、鉄道事
業者は、安全管理規程の作成・届け出、安全統括管理者および運転管
理者の選任・届け出、内部監査の実施などが義務付けられた。国は、
その安全管理体制の運用状況を確認する「運輸安全マネジメント評価」
を実施する。
　同制度の導入に伴い、日本民営鉄道協会（民鉄協）の会員各社は、
同制度の理解を深める研修の開催を望んだ。これに応えるため、民鉄
協は関東鉄道協会と協力して、運輸安全マネジメントに関する研修会
の開催を決定。2007 年１月に、公益財団法人鉄道総合技術研究所のＩ
ＳＯ審査登録センターから講師を招き、１日コースの「安全マネジメ
ント管理者等研修」（15 人参加）、２日コースの「安全マネジメント要
員および安全マネジメント内部監査員研修」（15 人参加）を開催、会
員各社の好評を得た。
　また初年度は、多くの鉄道事業者が、国が取りまとめた「安全管理規
程に係るガイドライン」に沿って安全管理体制を構築して運用を開始す
る、その渦中にあったことから、同年６月から７月までの間に、「安全マ
ネジメント管理者等研修」を２回（45 人参加）、「安全マネジメント内
部監査員研修」を４回（108 人参加）、継続して開催し、会員各社にお
ける運輸安全マネジメント制度の運用を支援した。
　翌 2008 年からは、内部監査要員の監査に関する基礎的知識の修得を
目的とした「運輸安全マネジメント内部監査員研修」を毎年開催してお
り、民鉄協が開催する運輸安全マネジメントに関する研修会はこれまで

延べ 2000 人以上が受講している。
　ちなみに、このような取り組みは 2007 年度から関西鉄道協会、
2008 年度から九州鉄道協会、2009 年度からは中部鉄道協会でも行っ
ており、３協会に所属しない地域の鉄道事業者については、民鉄協が、
会員であるなしにかかわらず、研修会への参加を受け付けている。

中堅担当者を対象にスキルアップ研修を開催

　「運輸安全マネジメント内部監査員研修」の受講者は、大手事業者
では内部監査担当部局の監査員となるべき社員を中心に選定され、人
事異動もあるため、各社から毎年複数人が参加している。また、異動
の頻度が少ない中小事業者では、内部監査員の養成を目指すとともに、
監査を受ける現業機関の社員も受講させて内部監査体制の強化に取り
組むケースも少なくない。
　一方、2008 年から研修会が継続して開催される中、会員各社から
は、社内で活動中の中堅担当者向けに「中級コース」の設営を希望する
声が上がっていた。これを踏まえて、民鉄協では研修内容の検討を重
ね、2015 年２月に「運輸安全マネジメント内部監査員スキルアップ研
修」（19 人参加）を試行的に開催。翌 2016 年からは、全国３カ所（計
４回）で定期的に研修会を開催している。
　研修は、内部監査が有効な改善施策と結び付くように、内部監査員の
スキルアップを目的とした内容となっており、鉄道総合技術研究所の講
師の指導の下、グループディスカッションを行いながら、与えられた課
題の解決に取り組む方式を取っている。参加者からは、グループディス
カッションを通じて「他社の取り組みや考え方から学ぶことが多い」「自
社の課題の解決方法が見つかった」などの感想が寄せられており、同じ
立場で学び合う会員間の情報交換・情報共有の場ともなっている。
　現在、民鉄協では、内部監査の初心者を対象に２日コースの「運輸
安全マネジメント内部監査員研修」を東京で年に８回開催し、中堅担
当者を対象とする１日コースの「運輸安全マネジメント内部監査員ス
キルアップ研修」を東京で２回、大阪で１回、その他の地域で１回開
催している。
　運輸安全マネジメント制度の導入から 11 年が過ぎた 2017 年４月、
国土交通省では「運輸安全マネジメントの今後のあり方」と題し、社会
環境の変化に応じたガイドラインの見直しとして、人手不足や高齢化、
テロ、新たなリスクとして考えられる感染症等、さまざまな事項につい
て強く認識し、率先して対応を行っていくべきであると提言している。
　日々刻々と変わる社会環境の変化に伴い、安全管理体制もまたさらに
充実強化していくことが求められる。民鉄協では、会員各社とともによ
り充実した研修制度をつくりあげていく。

民鉄業界が一体となって、
輸送の安全確保に取り組む。
運輸安全マネジメント 内部監査員研修
運輸安全マネジメント 内部監査員スキルアップ研修

2006 年 10 月 1 日、運輸事業における安全の確保を目的とした「運輸安全
マネジメント制度」が導入された。これを受け、日本民営鉄道協会では、
2007 年度に運輸安全マネジメントに関する研修会を立ち上げ、以降、継続
して研修会を開催している。

■運輸安全マネジメント内部監査員研修：開催回数と参加人数

■運輸安全マネジメント内部監査員スキルアップ研修：
　開催回数と参加人数

2008 年 ６回 142 人 2013 年 7 回 186 人

2009 年 ７回 116 人 2014 年 8 回 197 人

2010 年 ８回 197 人 2015 年 8 回 207 人

2011 年 ８回 198 人 2016 年 8 回 209 人

2012 年 ７回 186 人 2017 年 8 回 204 人

2016 年 ４回 91 人 2017 年 ４回 71 人

運輸安全マネジメント内部監査員研修／講義
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特
集
：
安
全
・
安
定
輸
送
を
支
え
る
「
実
践
力
」
の
養
成

［
東
京
メ
ト
ロ 

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
探
訪
］

文
◉
伏
島
賢
二
／
撮
影
◉
織
本
知
之

東
京
メ
ト
ロ
の
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、

２
０
１
８
年
度
第
１
回
目
と
な
る
「
部
門
横
断
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
訓
練
は
、
路
線
ご
と
に
各
部
門
の
社
員
が
集
ま
り
、
１
日
か
け
て
行
う
。

過
去
に
営
業
線
で
発
生
し
た
事
例
を
題
材
に
、
ト
ラ
ブ
ル
の
状
況
の
み
が
伝
え
ら
れ
る
中
、

営
業
線
同
等
の
車
両
、
設
備
を
使
い
、

各
部
門
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
そ
の
解
決
と
早
期
運
転
再
開
を
目
指
し
、

「
シ
ナ
リ
オ
の
な
い
」
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

各
部
門
の
技
術
と
視
点
を
生
か
し
、
全
部
門
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、

安
全
運
行
を
支
え
る
「
実
践
力
」
を
磨
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
だ
。

ど
の
よ
う
な
訓
練
な
の
か
、
そ
こ
で
何
が
起
き
、
何
を
成
し
遂
げ
て
い
く
の
か
。

営
業
線
同
等
の
鉄
道
施
設
が
そ
ろ
っ
た
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

実
現
可
能
に
な
っ
た
部
門
横
断
訓
練
に
密
着
し
た
。

東
京
メ
ト
ロ 

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー

密
着
レ
ポ
ー
ト
！

「
部
門
横
断
訓
練
」



全
社
員
で
支
え
る
「
安
全
」

「
鉄
道
は
過
去
の
事
故
を
教
訓
に
今
日
の

安
全
を
築
い
て
き
た
」。
こ
れ
は
東
京
メ
ト

ロ
の
、
あ
る
社
員
研
修
担
当
者
の
言
葉
だ
。

起
き
て
し
ま
っ
た
事
故
の
要
因
を
分
析
し
、

そ
の
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
効
果
の
確
認

と
改
善
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
で
鉄
道
は

発
展
し
、
安
全
性
を
成
熟
さ
せ
て
き
た
。　
　

東
京
メ
ト
ロ
に
も
苦
い
経
験
が
あ
る
。

２
０
０
０
年
に
中
目
黒
駅
で
起
こ
っ
た
日
比

谷
線
列
車
脱
線
衝
突
事
故
だ
。「
こ
の
よ
う

な
事
故
を
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」。

東
京
メ
ト
ロ
は
固
い
決
意
で
、
輸
送
の
安
全

に
対
す
る
意
識
の
改
革
や
設
備
改
良
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
し
て
社
員
一
人
ひ
と
り
が

腕
を
磨
き
力
を
つ
け
、
組
織
能
力
と
し
て
の

実
践
力
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
な
研

修
施
設
を
建
設
し
た
。
東
京
メ
ト
ロ
「
総
合

研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。

総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
メ
ト

ロ
が
誇
る
大
規
模
研
修
訓
練
施
設
だ
。
各
所

に
散
ら
ば
っ
て
い
た
研
修
施
設
を
統
合
し
、

２
０
１
６
年
４
月
に
開
所
し
た
。
そ
の
最
大

の
特
徴
は
、
模
擬
駅
や
実
習
線
な
ど
鉄
道
施

設
が
極
め
て
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
限
り
な
く

現
実
に
近
い
研
修
・
訓
練
が
で
き
る
の
だ
。

で
は
、「
限
り
な
く
現
実
に
近
い
研
修
・

訓
練
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
そ
れ
を
確

か
め
る
べ
く
、
こ
の
総
合
研
修
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
数
々
の
研
修
・
訓
練
の
中

で
も
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
実
現
可

能
に
な
っ
た
と
い
う
「
部
門
横
断
訓
練
」
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

専
門
性
の
追
求
と

交
流
が
生
む
相
互
理
解

取
材
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
総
合
研
修
訓

練
セ
ン
タ
ー
に
着
く
と
、
人
事
部
総
合

研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
竹
村
久
之
課
長

が
迎
え
て
く
れ
た
。
竹
村
課
長
に
促
さ

れ
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
２
階
へ
。
す
る

と
早
速
、
駅
の
改
札
が
目
に
飛
び
込
ん

で
来
た
。
目
の
前
の
柱
に
は
右
半
分
に

「
落
合
駅
」、
左
半
分
に
は
「
上
野
駅
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
東
西
線
と
日
比
谷

線
が
隣
り
合
う
不
思
議
な
光
景
だ
。

こ
こ
で
、
こ
の
日
見
学
し
た
部
門
横

断
訓
練
の
概
略
を
紹
介
し
よ
う
。

東
京
メ
ト
ロ
で
鉄
道
事
業
に
直
接
関

わ
っ
て
い
る
部
署
に
は
、
現
在
、
６
つ

の
部
門
が
あ
る
。
列
挙
す
る
と
、「
営
業
部
」

「
運
転
部
」「
車
両
部
」「
工
務
部
」「
改
良
建

設
部
」「
電
気
部
」
で
あ
る
。
各
部
門
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
は
左
上
の
表
を
見
て
欲
し

い
。６

つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
は
い
る
が
、
鉄

道
は
「
総
合
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
各
部
門

で
働
く
社
員
が
機
能
的
に
連
携
し
て
こ
そ
ス

ム
ー
ズ
な
運
行
が
可
能
と
な
り
、
安
全
・
安

定
運
行
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
東
京
メ
ト
ロ
は
、
以
前
か
ら
複
数
の

部
門
が
共
同
で
行
う
訓
練
を
実
施
し
て
き

た
。
そ
し
て
、
そ
の
訓
練
を
さ
ら
に
進
化
さ

せ
、
路
線
ご
と
に
６
部
門
す
べ
て
の
社
員
を

一
カ
所
に
集
め
て
一
斉
に
行
う
よ
う
に
し
た

の
が
、
今
回
見
学
す
る
部
門
横
断
訓
練
な
の

で
あ
る
。
年
に
各
路
線
２
回
、
計
16
回
実
施

し
て
い
る
（
副
都
心
線
は
有
楽
町
線
に
含
ま

れ
る
）。

各
部
が
連
携
し
て
事
故
を
解
決

部
門
横
断
訓
練
は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
、
平

た
く
言
え
ば
一
つ
の
事
故
を
想
定
し
て
、
そ

れ
を
制
限
時
間
内
に
解
決
す
る
、
と
い
う
形

で
行
わ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
、
過
去
に
実
際
に

起
き
た
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
、
例
え
ば
「
運
転

中
に
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
が
壊
れ
た
」
と
い
っ
た

も
の
だ
。
実
際
の
事
故
と
同
じ
よ
う
に
、
現

地
対
策
本
部
を
設
営
し
、
原
因
を
究
明
し
て

復
旧
に
取
り
組
む
の
で
あ
る
。
６
部
門
の
社

員
が
全
員
で
、
智
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
、

だ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
参
加
者
は
、
事
故
の

際
に
他
の
部
門
が
何
を
す
る
の
か
、
６
つ
の

部
門
が
ど
う
連
携
す
べ
き
か
、
そ
の
中
で
自

分
が
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
理
解
し
、
身

体
に
刻
み
込
む
。

訓
練
は
午
前
中
に
１
回
、
午
後
に
２
回
の

計
３
回
行
わ
れ
る
。
１
回
の
訓
練
の
制
限
時

間
は
１
時
間
25
分
。
後
片
付
け
の
後
、
部
門

ご
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
反
省
会
）
を

25
分
行
う
。
こ
れ
で
１
セ
ッ
ト
だ
。
そ
れ
を
、

テ
ー
マ
を
替
え
て
１
日
に
３
回
。
そ
し
て
１

日
の
最
後
に
参
加
者
全
員
で
合
同
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
40
分
行
う
。
こ
れ
で
終
了
だ
。

経
験
は
必
ず
現
場
で
生
か
さ
れ
る

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
、
午
前
中
の
回
が

「
ホ
ー
ム
か
ら
乗
客
が
転
落
し
て
人
身
事

故
」、
午
後
は
「
車
両
床
下
か
ら
の
発
煙
」

と
「
レ
ー
ル
の
折
損
」
だ
っ
た
。
と
、
今
は

簡
単
に
書
け
る
が
、
実
は
訓
練
が
始
ま
る
前

ま
で
テ
ー
マ
は
秘
密
だ
っ
た
。
訓
練
参
加
者

は
、
始
ま
っ
て
み
な
い
と
ど
ん
な
事
故
や
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
現

場
の
状
況
を
仔
細
に
観
察
し
、
手
探
り
で
原

因
を
突
き
止
め
、
解
決
方
法
を
模
索
し
、
復

旧
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。
そ

の
途
中
、
見
込
み
違
い
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、

無
駄
な
作
業
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
全
て
貴
重
な
経
験

と
な
る
。
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
繰
り
返
し
。

そ
れ
は
実
際
に
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し

た
際
に
必
ず
生
か
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
参
加
者
に
テ
ー
マ
を
知
ら

せ
ず
行
う
、
シ
ナ
リ
オ
の
な
い
訓
練
は
東
京

メ
ト
ロ
な
ら
で
は
の
も
の
だ
。
あ
ら
か
じ
め
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■鉄道を支える6部門と業務内容

駅改札口・事務室等でのお客さまへのご案内
ホームでの列車監視
駅構内の転てつ機の操作

車両の設計・製作・改造
車両の検査・修繕
線路の点検・修繕
トンネルの点検・修繕
建築物の点検・修繕

駅施設の改築・改良等大規模土木工事の施行
バリアフリー設備整備
電力供給設備の点検・修繕
架線、空調等機械設備の点検・修繕
信号保安・通信設備の点検・修繕

営業部

部門 主な業務内容

運転部

車両部

工務部

改良建設部

電気部

列車の運行管理
列車の運転業務
車内アナウンス・ドア操作



テ
ー
マ
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
参
加
者
は
事
前

に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

シ
ナ
リ
オ
あ
り
き
の
訓
練
よ
り
、「
ぶ
っ
つ
け

本
番
」
の
訓
練
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
の
方
が
、

き
っ
と
遥
か
に
大
き
い
は
ず
だ
。

ち
な
み
に
テ
ー
マ
は
全
部
で
９
つ
あ
り
、

そ
こ
か
ら
３
つ
が
選
ば
れ
る
と
い
う
。
た
だ

し
毎
回
細
部
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
実
施
す
る
の

で
、
全
く
同
じ
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
同
じ
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
と
し
て

も
、
訓
練
で
磨
か
れ
る
対
応
力
は
さ
ま
ざ
ま

だ
。
そ
れ
故
、
訓
練
を
終
え
た
参
加
者
が
職

場
に
戻
っ
て
同
僚
に
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が

「
学
び
合
い
」
に
つ
な
が
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

事
態
に
対
処
で
き
る
力
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。

訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
実
践
的
に

こ
こ
か
ら
は
取
材
当
日
に
行
わ
れ
た
部
門

横
断
訓
練
の
レ
ポ
ー
ト
だ
。

午
前
９
時
半
。
竹
村
課
長
に
案
内
さ
れ

て
、
ま
ず
は
参
加
者
全
員
が
集
ま
っ
て
い
る

会
議
室
へ
。
今
日
は
「
銀
座
線
の
訓
練
日
」

で
、
先
述
し
た
銀
座
線
の
６
つ
の
部
門
か

ら
、
総
勢
約
50
人
が
参
加
し
て
い
る
。

路
線
ご
と
に
訓
練
を
行
う
の
に
は
理
由
が

あ
る
。
普
段
、
銀
座
線
の
運
行
に
従
事
し
て

い
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
路
線
に

よ
っ
て
運
行
形
態
や
車
両
、
レ
ー
ル
な
ど
の

特
徴
が
異
な
る
か
ら
だ
。
そ
れ
ら
の
特
徴
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
細
部
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
訓
練
は
よ
り
実
践
的
に
な
る
。

参
加
者
の
内
訳
は
、
20
代
と
思
わ
れ
る
若

手
が
８
割
程
度
、
残
り
は
中
堅
ど
こ
ろ
の
世

代
だ
。
若
手
と
そ
の
指
導
役
で
あ
る
先
輩
と

の
組
み
合
わ
せ
に
も
見
え
る
。
参
加
者
の
他

に
は
見
学
者
が
20
人
ほ
ど
。
訓
練
運
営
担
当

者
が
訓
練
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
留
意

点
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
。
皆
、
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
っ
て
い
る
。

そ
ろ
そ
ろ
第
１
回
の
訓
練
が
始
ま
る
と
い

う
の
で
運
転
実
習
線
の
総
合
指
令
所
の
役
割

を
担
う
「
実
習
線
管
理
室
」
に
移
動
す
る
。

繰
り
返
す
が
、
テ
ー
マ
は
「
ホ
ー
ム
か
ら
乗

客
が
転
落
し
て
人
身
事
故
」
だ
。
実
習
線
管

理
室
は
実
際
の
総
合
指
令
所
よ
り
か
な
り
小

ぶ
り
だ
が
、
設
備
は
同
じ
だ
。
こ
こ
に
わ
れ

わ
れ
が
着
い
た
と
た
ん
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ

た
。
い
よ
い
よ
訓
練
開
始
だ
。
続
け
て
電
話

が
鳴
る
。「
人
身
事
故
発
生
で
す
！
」。
室
内

が
一
気
に
緊
迫
す
る
が
、
慌
て
ふ
た
め
く
様

子
は
な
い
。
実
習
線
管
理
室
か
ら
各
種
指
示

と
と
も
に
、
各
部
門
に
出
動
要
請
が
下
る
。

そ
の
冷
静
な
仕
事
ぶ
り
に
感
心
し
て
い
る

と
、
竹
村
課
長
が
移
動
を
促
す
。
向
か
っ
た

の
は
「
駅
事
務
室
」。
警
察
や
消
防
な
ど
関

係
各
署
に
電
話
連
絡
す
る
駅
係
員
の
姿
が
目

に
付
い
た
。

次
に
ホ
ー
ム
に
移
動
し
た
。「
た
だ
い
ま

運
転
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
」。
乗
客
に

呼
び
掛
け
る
放
送
が
流
れ
る
中
、
車
両
の
先

頭
ま
で
た
ど
り
着
く
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が

集
ま
っ
て
い
た
。
駅
係
員
の
制
服
の
人
、
運

転
士
、
車
掌
、
作
業
着
を
着
用
し
て
い
る
の

は
工
務
や
電
気
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
だ
。

そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
た
の
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訓練の概要説明
参加者全員が会議室に集合。今日のスケジュールな
どの説明を受けている。不安と決意で胸がいっぱい
だろう。

第１回の訓練開始
テーマは「ホームから乗客が転落して人身事故」。
現地対策本部をホームに設置し、柴田助役（27P）
が現地対策本部長を務めた。

部門横断訓練
プログラム

総合指令所の役割を担う「実習線管理室」。

けが人を担架で運ぶ。センターの竹村課長。
上／車両の下を点検する。
下／報告が次々集まる。



が
、
白
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
駅
係
員

の
制
服
の
上
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
ピ
カ
ピ
カ

と
光
る
黄
色
い
安
全
ベ
ス
ト
を
着
た
人
物
。

運
転
席
の
近
く
に
立
て
ら
れ
た
「
現
地
対
策

本
部
」
と
大
書
さ
れ
た
旗
の
横
に
陣
取
り
、

指
揮
を
し
て
い
る
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
も
黄
色

い
安
全
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
イ
ト
が
光
っ
て
い
る
の
は
こ
の
人
物
だ

け
だ
。

「
現
地
対
策
本
部
長
。
事
故
復
旧
の
指
揮

者
で
あ
り
、
実
習
線
管
理
室
（
営
業
線
で
は

総
合
指
令
所
）
と
の
窓
口
で
す
」
と
竹
村
課

長
。
確
か
に
、「
現
地
対
策
本
部
長
」
と
書

か
れ
た
腕
章
を
し
て
い
る
。
注
目
し
て
い
る

と
、
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
が
こ
の
現
地
対

策
本
部
長
に
次
々
と
報
告
し
、
現
地
対
策
本

部
長
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
細
か
く
指
示
を
出

し
、
時
に
は
手
元
の
紙
に
メ
モ
を
書
き
込
ん

で
、
さ
ら
に
手
に
し
た
無
線
機
で
実
習
線
管

理
室
と
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

大
変
な
作
業
量
だ
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、

と
っ
さ
の
判
断
力
も
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

シ
ナ
リ
オ
が
な
い
か
ら
こ
そ

現
地
対
策
本
部
長
の
働
き
ぶ
り
に
目
を
奪

わ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
事
故
現
場
で
は
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
が
作
業
を
進
め
て
い
た
。
線
路

に
降
り
て
け
が
人
を
救
出
す
る
駅
係
員
。

「
30
代
女
性
。
生
存
で
す
！
」
と
の
大
き
な

声
が
ホ
ー
ム
に
響
く
。
担
架
に
寝
か
さ
れ
た

け
が
人
（
マ
ネ
キ
ン
が
使
わ
れ
て
い
た
）
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
装
着

さ
れ
る
。
そ
の
間
、
別
の
駅
係
員
が
無
線
で

連
絡
。
こ
う
し
た
一
連
の
活
動
が
、
ほ
ん
の

数
分
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
。

気
が
つ
く
と
、
列
車
内
の
照
明
が
い
つ
の

間
に
か
落
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
を
竹

村
課
長
は
、「
銀
座
線
な
ど
の
第
三
軌
条
方

式
の
場
合
、
軌
道
内
で
の
作
業
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
非
常
発
報
装
置
に
連
動
し
て

停
電
し
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

け
が
人
の
救
助
が
終
わ
る
と
、
運
転
再
開

に
向
け
て
の
作
業
が
始
ま
っ
た
。
車
両
部
の

ス
タ
ッ
フ
が
２
人
、
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
線

路
に
降
り
、
車
両
の
床
下
に
潜
っ
て
点
検
を

し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
と
車
両
の
間
は
狭
く
、

し
か
も
暗
い
。
細
身
の
ス
タ
ッ
フ
が
何
と
か

隙
間
に
潜
り
込
ん
で
作
業
し
て
い
た
。

作
業
は
順
調
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も

う
ま
く
行
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
部
外

者
に
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
時
間
だ
け
が
過

ぎ
て
い
く
。
そ
し
て
結
局
、
列
車
運
行
は
復

旧
せ
ず
、
１
時
間
25
分
の
訓
練
は
時
間
切
れ

終
了
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
復
旧
で
き

な
か
っ
た
の
か
を
竹
村
課
長
に
尋
ね
る
と
、

「
実
は
、
人
身
事
故
に
よ
っ
て
、
車
両
の
床
下

に
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｃ
受
電
器
の
設
備
が
破
損
し
て

い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
Ａ
Ｔ
Ｃ
に
頼
ら
な

い
運
転
方
式
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
実
施
に
向
け
た
各
所
と
の
連
絡
に
時

間
を
要
し
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
す
で
に
触

れ
た
が
、
東
京
メ
ト
ロ
の
部
門
横
断
訓
練
に

は
シ
ナ
リ
オ
が
な
い
。
参
加
者
は
現
場
の
状

況
か
ら
自
力
で
原
因
を
見
極
め
、
解
決
に
導

く
必
要
が
あ
る
の
だ
。
残
念
な
が
ら
今
回
は
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第１回の訓練終了
転落した乗客の救助は無事完了した。しかし、転落事故
によって ATC の受電器が損傷。ATC に頼らない運転方
法を実施しなければならないが、実施に向けた各所との
連絡に時間を要したため、時間内に復旧できなかった。

部門別ディスカッション（第１回）
部門別に用意された６つの部屋でディスカッショ
ン。どの部屋でも、膝をつき合わせて熱心に意見交
換していた。

第２回の訓練開始
テーマは「車両床下からの発煙」。ホームに停車し
た先頭車両の床下から煙が出ているという設定。し
かし発煙の原因はわからない。原因の究明から訓練
は始まった。

「車両床下からの発煙」。駅係員が消火作業を行う。

車両部と電気部が発煙の原因を探る。 見事復旧を果たし、運転再開。



時
間
内
の
復
旧
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の

経
験
は
今
後
に
必
ず
生
き
て
く
る
だ
ろ
う
。

訓
練
全
体
を
通
じ
て
作
業
は
粛
々
と
行
わ

れ
、
現
地
対
策
本
部
長
は
常
に
冷
静
に
指
示

を
与
え
て
い
た
。
ホ
ー
ム
上
で
、
作
業
内
容

を
確
認
し
合
う
参
加
者
の
姿
も
印
象
に
残
っ

た
。
彼
ら
は
反
省
点
や
改
善
点
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
て
い
た
よ
う
だ
。

訓
練
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
見
学
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
参
加
者
に
は
「
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
さ
れ
た
資

料
が
渡
さ
れ
て
い
た
。
裏
に
は
反
省
点
や
学

ん
だ
こ
と
、
要
望
な
ど
を
書
き
込
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
資
料
を
手
に
、
忌
憚

の
な
い
意
見
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
午
後
か
ら
は
、
テ
ー
マ
を

替
え
て
２
つ
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

午
後
一
番
に
行
わ
れ
た
２
回
目
の
訓
練
は

「
車
両
床
下
か
ら
の
発
煙
」
が
テ
ー
マ
だ
。

12
時
55
分
に
訓
練
開
始
。
13
時
に
ホ
ー
ム
に

降
り
た
が
、
既
に
消
火
作
業
が
始
ま
っ
て
い

た
。
間
髪
を
容
れ
ず
「
現
地
対
策
本
部
」
の

旗
が
立
ち
、
現
地
対
策
本
部
が
設
営
さ
れ

る
。
今
回
の
現
地
対
策
本
部
長
に
は
、
横
に

補
助
役
の
人
物
が
付
い
て
い
る
。
こ
う
い
う

や
り
方
も
あ
る
の
か
。

そ
の
後
、
消
防
隊
が
安
全
を
確
認
し
た

後
、
車
両
部
と
電
気
部
が
線
路
に
降
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
業
が
始
ま
っ
た
。
車
両
部
は
午

前
中
の
訓
練
と
同
様
、
車
両
の
床
下
に
潜
り

込
ん
で
発
煙
の
原
因
を
探
る
。
狭
く
て
暗

く
、
大
変
だ
。
電
気
部
は
大
き
な
絶
縁
手
袋

を
は
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
つ
ひ
と
つ
の
動

作
の
た
び
に
号
令
を
発
し
、
注
意
喚
起
と
確

認
を
怠
ら
な
い
。
危
険
な
作
業
な
の
だ
ろ

う
。
ま
た
、
ど
の
訓
練
で
も
そ
う
だ
っ
た
が
、

参
加
者
が
線
路
に
降
り
る
際
に
は
常
に
人
数

を
確
認
・
把
握
し
て
い
た
。
こ
の
訓
練
は
見

事
、
制
限
時
間
内
に
復
旧
を
果
た
し
た
。

３
回
目
の
訓
練
は
、「
レ
ー
ル
の
折
損
」

が
テ
ー
マ
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
参
加
者

は
、
訓
練
が
始
ま
っ
た
時
点
で
は
、
レ
ー
ル

が
折
損
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
た
だ
、

軌
道
短
絡
で
「
進
行
信
号
が
現
示
さ
れ
な

い
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

そ
こ
で
ま
ず
は
駅
係
員
に
よ
る
レ
ー
ル
の
継

ぎ
目
の
清
掃
が
始
ま
っ
た
。
継
ぎ
目
を
竹
ぼ

う
き
で
掃
く
の
で
あ
る
。
何
と
ア
ナ
ロ
グ

な
、
と
思
っ
て
い
る
と
、
竹
村
課
長
が
教
え

て
く
れ
た
。「
軌
道
短
絡
は
、
レ
ー
ル
の
継

ぎ
目
に
鉄
片
が
溜
ま
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
多

い
ん
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
進
む
地
下
鉄

の
場
合
、
他
の
鉄
道
よ
り
も
鉄
片
が
溜
ま
り

や
す
い
と
い
う
環
境
条
件
も
あ
り
ま
す
ね
。

鉄
片
を
取
り
除
く
に
は
竹
ぼ
う
き
が
一
番
。

だ
か
ら
ま
ず
は
竹
ぼ
う
き
な
ん
で
す
よ
」。

竹
ぼ
う
き
で
少
し
ず
つ
掃
い
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
、
レ
ー
ル
の
状
態
を
よ
く
観
察
す

る
、
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
今
回

も
、
竹
ぼ
う
き
で
の
清
掃
作
業
の
途
中
、
真

の
原
因
で
あ
る
レ
ー
ル
の
折
損
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
工
務
部
ス
タ
ッ
フ
に
交
代
。
ト
ン

ネ
ル
内
で
、
レ
ー
ル
の
折
損
箇
所
の
復
旧
が

始
ま
っ
た
。
銀
座
線
と
丸
ノ
内
線
は
、
第
三

軌
条
方
式
だ
。
走
行
用
の
レ
ー
ル
と
は
別
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部門別ディスカッション（第２回）
昨年の部門横断訓練までは部門別にディスカッショ
ンは行われていなかったが、活発に意見を引き出す
ために、今年から、まずは部門別ディスカッション
を、ということになった。

第２回の訓練終了
制限時間を残して復旧に成功。第２回で現地対策本
部長を務めた人物は良く通る声の持ち主。竹村課長
は「声が大きいと対話の相手以外にも意思が伝わる。
大きい声、いいですね」。

第３回の訓練開始
テーマは「レールの折損」。ただし、レールが折損
していることを参加者は知らない。とにかく、進行
信号が現示されないのだ。なぜか。訓練はそこから
スタートした。

レールの継ぎ目を竹ぼうきで掃く。

特殊な工具のレール折損補強器。

左／トンネル内で折損箇所を探す。右／復旧に取り組む工務部スタッフ。



に
、
並
行
し
て
第
三
の
給
電
用
レ
ー
ル
が
あ

り
、
そ
の
た
め
物
理
的
制
約
も
多
く
、
復
旧

は
難
し
い
。
だ
が
工
務
部
ス
タ
ッ
フ
は
、

レ
ー
ル
折
損
補
強
器
と
い
う
特
殊
な
工
具
を

用
い
て
短
時
間
で
復
旧
を
無
事
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
―
―
レ
ー
ル
折
損
の
復
旧
自
体
は

す
ぐ
に
完
了
し
た
が
、「
進
行
信
号
が
現
示

さ
れ
な
い
」
原
因
で
あ
る
レ
ー
ル
折
損
の
発

見
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
こ
の
回
は

惜
し
く
も
制
限
時
間
内
の
復
旧
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。

そ
し
て
最
後
に
全
体
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
意
見
を
発
表
し
合

う
参
加
者
た
ち
の
背
中
に
頼
も
し
さ
を
覚
え

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
て
長
い
１
日
は
終
了
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
を
行
く
地
下
鉄
だ
か
ら

東
京
メ
ト
ロ
は
、
機
能
・
規
模
と
も
に
充

実
し
た
総
合
研
修
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、
こ
の

よ
う
に
厳
し
い
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
同
社
は
決
し
て
満
足
す
る
こ
と
が
な

い
。
竹
村
課
長
に
よ
る
と
、
仮
想
現
実
の
研

修
設
備
に
つ
い
て
も
現
在
検
討
中
な
の
だ
そ

う
だ
。
ど
ん
な
に
リ
ア
ル
な
設
備
を
作
っ
て

も
、
物
理
的
な
制
約
が
あ
る
た
め
、
現
実
に

起
こ
り
得
る
す
べ
て
の
事
故
・
事
案
を
再
現

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
バ
ー
チ
ャ

ル
、
と
い
う
わ
け
だ
。
実
現
す
れ
ば
、
ま
た

一
歩
、
理
想
の
訓
練
に
近
づ
く
。
そ
れ
は
も

ち
ろ
ん
、
さ
ら
な
る
安
全
へ
と
直
結
す
る
。

地
下
鉄
と
は
、
最
も
シ
ン
プ
ル
に
考
え
れ

ば
、「
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
進
む
鉄
道
」
だ
。

ト
ン
ネ
ル
は
長
く
、
暗
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
こ
で
は
万
全
の
安
全
が
求
め
ら
れ
る
。
東

京
メ
ト
ロ
に
乗
車
す
る
わ
た
し
た
ち
に
、
部

門
横
断
訓
練
を
終
え
た
彼
ら
は
、
必
ず
や
１

ラ
ン
ク
も
２
ラ
ン
ク
も
上
の
安
全
を
提
供
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ

利
用
者
は
、
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
心

掛
け
、
ま
た
、
発
生
時
に
は
彼
ら
へ
の
協
力

を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
ん
な
思

い
を
強
く
し
た
１
日
だ
っ
た
。
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経験を後進に伝えていきます。

たくさんの気づきがありました。

他の部との連携を体験する、貴重な機会でした。

　わたしは実際の人身事故で現地対策本部長
をやらせていただいたことがありますし、訓練
も何度も体験しています。それでも指示の言葉
がなかなか出てこないなど、反省すべき点はあ
りますね。訓練を重ねると、見えてくるものが
必ずあります。それをみんなに伝えていきたい
です。
　訓練では、道具の保管場所が普段と違うな
ど、勝手が違うところが多々ありました。周
りに聞いて対処しましたが、そういうことがか
えってチームワークにつながるのではないかと
も思いました。

営業部 霞ケ関駅務管区 助役

柴田昌久
（1982 年入社）

　今回の訓練では、専門用語の使い方に悩み
ました。日頃から、他の部の人たちと話す時は
なるべく専門用語を使わないようにしようと心
掛けているんですが、いざ訓練で現場に出た
ら、どうしても専門用語が必要な状況になって
しまい、困ってしまったんです。そのあたりが
今後の課題かなと思います。
　普段出動する時は現場に着く前に状況を把握
していることが多いんですが、今日は何も知り
ませんでした。すると意外と何もできなかった
んです。そんな状況でも何ができるのか、考え
てみます。

車両部 上野検車区

長谷川裕敏
（2007 年入社）

　他の部と共同で作業を進めるという経験が、
今までわたしにはあまりありませんでした。想
像とはやはり違っていましたね。現地対策本部
長が立つ事故も初めてです。指令所とどんなや
りとりをするのか。それを知ることができたの
も収穫でした。
　どんな事故が起こったのかわからないまま出
動するというのは、独特の緊張感ですね。で
も、現場というのはそういうものだと常に意識
していないと、不測の事態が起こった際にうま
く動けないでしょう。今回の訓練でそれを実感
できました。

工務部 銀座線工務区

藤原士朗
（2011 年入社）

部門別ディスカッション（第3回）
三たび、気づきや反省点などを話し合う。３回目と
もなると、ポイントが明確になってくる。

合同ディスカッション
朝集まった会議室に参加者全員が集合。部門ごとに、
反省点とともに他部門への質問や要望なども発表し
た。

す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

第３回の訓練終了
レール折損補強器という特殊な工具を用いて復旧は
無事完了。しかし「進行信号が現示されない」原因
であるレール折損発見までに時間を要したため、時
間内の復旧には至らなかった。



「
電
車
が
き
れ
い
に
撮
影
で
き
る
場
所
を
教

え
て
く
だ
さ
い
」。
事
前
に
送
っ
た
質
問

状
へ
の
、
と
さ
で
ん
交
通
か
ら
の
回
答
は
、「
は
り

ま
や
橋
交
差
点
付
近
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ロ
ッ
シ
ン

グ
）」「
葛
島
橋
東
詰
（
橋
梁
上
の
車
両
）」「
舟
戸
～

北
浦
電
停
間
（
白
壁
の
家
の
前
）」…
…
。
白
壁
の
家

の
前
？　

そ
れ
は
一
体
ど
こ
な
の
か
、
ど
ん
な
写
真

が
撮
れ
る
の
か
。

ど
ん
な
写
真
が
撮
れ
ま
す
か
？

北
浦
電
停
は
、
高
知
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
、

は
り
ま
や
橋
電
停
か
ら
「
後ご
め
ん免
町
」
方
面
に
19
番

目
。
18
番
目
の
舟
戸
電
停
を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
、
車

窓
に
「
白
壁
の
家
」
を
探
し
て
み
る
と
、
困
っ
た
こ

と
に
右
側
に
も
左
側
に
も
白
っ
ぽ
い
壁
を
持
っ
た
家

が
複
数
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
北
浦
電
停
で
下
車
し

て
、
舟
戸
電
停
に
向
か
っ
て
歩
き
戻
っ
て
み
た
け
れ

ど
、
ど
れ
が
「
白
壁
の
家
」
な
の
か
分
か
ら
な
い
。

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
間
に
、
電
車
は

次
々
や
っ
て
来
る
。
電
車
が
き
れ
い
に
撮
れ
そ
う

な
、
い
く
つ
か
の
「
白
壁
の
家
」
に
目
処
を
付
け
、

と
に
か
く
撮
影
。
正
解
の
「
白
壁
の
家
」
か
ど
う
か

は
別
と
し
て
、
ま
ず
ま
ず
の
写
真
が
撮
れ
た
。
ひ
と

ま
ず
、
そ
れ
で
よ
し
と
し
て
、
次
は
鹿
児
電
停
へ
。

鹿
児
～
田
辺
島
通
電
停
間
に
あ
る
鹿
児
神
社
も
、
お

薦
め
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
。
理
由
は
多
分
、
神

社
の
あ
る
場
所
。
行
き
の
電
車
の
車
窓
に
は
、
電
車

の
す
ぐ
そ
ば
、
軌
道
す
れ
す
れ
に
鳥
居
が
見
え
た
。

路
面
電
車
の
一
区
間
は
短
い
。
た
い
し
た
距
離
は

な
い
だ
ろ
う
と
鹿
児
電
停
に
向
け
て
歩
き
出
し
、
軌

道
に
沿
っ
て
歩
け
る
道
が
途
切
れ
て
い
る
の
に
気
付

く
。
住
宅
街
を
迂
回
し
て
、
再
び
軌
道
沿
い
を
歩
き

出
し
て
も
、
す
ぐ
ま
た
歩
道
が
途
切
れ
て
し
ま
う
。

「
最
短
経
路
が
目
の
前
に
あ
る
の
に
！
」
と
軌
道
を

眺
め
て
が
っ
く
り
し
て
い
る
と
、
行
き
先
表
示
に

「
ご
め
ん
」
と
掲
げ
た
電
車
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
傍

ら
を
通
過
。
電
車
か
ら
謝
ら
れ
た
よ
う
で
気
が
抜
け

る
。気

を
取
り
直
し
て
、
行
き
つ
戻
り
つ
、
鹿
児
神
社

に
到
着
。
軌
道
と
鳥
居
の
間
に
は
、
思
っ
て
い
た
よ

り
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
け
れ
ど
、
狛
犬
た
ち
は
結
構
ギ

リ
ギ
リ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
鳥
居
と
軌
道
が
近
接
し

た
こ
の
光
景
、
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う

な
。
記
憶
を
探
っ
て
思
い
出
し
た
の
は
鎌
倉
を
走
る

江
ノ
電
。
江
ノ
電
も
、
沿
線
に
あ
る
御
霊
神
社
の
鳥

居
の
そ
ば
を
す
り
抜
け
る
よ
う
に
走
っ
て
い
た
。
江

ノ
電
を
思
い
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
や
っ
て
来
た
と
さ

で
ん
を
鳥
居
と
一
緒
に
撮
影
す
る
と
、
緑
と
ク
リ
ー

ム
色
の
車
体
の
色
味
ま
で
江
ノ
電
と
似
て
い
る
。

鉄
道
フ
ァ
ン
に
は
周
知
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
遠
く
離
れ
た
２
路
線
の
共
通
点
を
見
つ
け
た

と
、
誰
か
に
話
し
て
み
た
く
な
る
。

城
下
町
で
歴
史
の
勉
強

鹿
児
神
社
を
後
に
し
て
、
と
さ
で
ん
に
再
乗
車
。

こ
こ
か
ら
し
ば
し
、
歴
史
探
訪
。
２
０
１
８
年
は
、

明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
の
節
目
の
年
。
幕
末
・
明

治
の
偉
人
を
輩
出
し
た
高
知
県
で
は
、「
志
国
高
知　

幕
末
維
新
博
」
と
称
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
、
２
０
１
７
年
か
ら
２
年
に
わ
た
っ
て
高
知
城
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
中
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
城
下

町
に
来
た
の
で
あ
れ
ば
、
お
城
に
行
か
な
い
わ
け
に

は
行
か
な
い
。

高
知
城
前
電
停
で
電
車
を
降
り
る
と
、
お
城
は
す

どちらも「白壁の家」の前から撮影。

とさでん交通株式会社
連
　
載文・写真　松澤美穂

幕
末
・
明
治
の
記
憶
が
随
所
に
残
る

高
知
城
下
を
縦
横
に
走
る
と
さ
で
ん
。

時
折
出
会
う
、

「
ご
め
ん
」
と
掲
げ
た
電
車
の
姿
が

街
行
く
人
の
気
分
を
和
ら
げ
、

微
笑
み
を
誘
う
。

とさでん交通株式会社
【とさでんこうつうかぶしきがいしゃ】

高知駅前電停から桟橋通五丁目電停を結
ぶ南北の路線と後免町電停から伊野電停
までを結ぶ東西の路線が、はりまや橋で
交差する。路線は路面電車の中では日本
一長い 25.3㎞におよぶ。

後免
土讃線

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

高知
伊野

伊野

鏡
川
橋

朝
倉（
大
学
前
）

は
り
ま
や
橋

知
寄
町

県
立
美
術
館
通

桟橋通五丁目

高知駅前 後免町
蓮池町通

桟橋車庫前

上
町
一
丁
目

枡
形高知
城
前

上
町
五
丁
目

文
珠
通

領
石
通

北
浦舟戸鹿児田辺

島
通

葛
島
橋
東
詰
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ぐ
そ
こ
。
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
天
守
が
現
存
し

て
い
る
、
国
内
で
も
珍
し
い
お
城
だ
。
有
名
な
観
光

名
所
は
平
日
で
も
観
光
客
が
途
切
れ
な
い
。
団
体
客

に
は
ガ
イ
ド
が
付
き
、
お
城
の
造
り
か
ら
、
土
佐
藩

初
代
藩
主
・
山
内
一
豊
と
妻
・
千
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

ま
で
、
滑
ら
か
な
解
説
を
披
露
し
て
い
る
。
周
り
で

聞
い
て
い
る
だ
け
で
は
物
足
り
な
く
な
り
、
近
く
の

高
知
城
歴
史
博
物
館
へ
。
こ
ち
ら
で
も
、「
志
国
高

知　

幕
末
維
新
博
」
関
連
の
企
画
展
が
開
催
中
。

日
本
史
の
中
で
も
人
気
の
幕
末
。
出
来
事
の
流
れ

は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
け
れ
ど
、
実
は
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
勉
強
は

楽
し
い
。
ゆ
っ
く
り
観
覧
し
た
い
と
こ
ろ
だ
け
れ

ど
、
時
間
が
足
り
な
い
。
適
当
な
と
こ
ろ
で
切
り
上

げ
て
、
高
知
が
生
ん
だ
有
名
人
・
坂
本
龍
馬
の
生
誕

地
ま
で
足
を
延
ば
す
。
龍
馬
の
生
家
は
す
で
に
な

く
、
跡
地
で
あ
る
上
町
一
丁
目
電
停
の
前
に
「
坂
本

龍
馬
誕
生
地
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
高
知
城
か

ら
は
徒
歩
10
分
も
か
か
ら
な
い
。
身
分
が
低
い
わ
り

に
裕
福
な
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
龍
馬
は
、
結
構
、

都
会
っ
子
だ
っ
た
の
か
。

龍
馬
誕
生
地
碑
の
近
く
に
は
「
龍
馬
の
生
ま
れ
た

ま
ち
記
念
館
」
が
、
記
念
館
の
近
く
に
は
「
近
藤
長

次
郎
邸
跡
」
が
あ
る
。
近
藤
長
次
郎
っ
て
誰
だ
っ

た
っ
け
？　

な
ど
と
思
い
つ
つ
何
と
は
な
し
に
歩
く

う
ち
、
気
付
け
ば
上
町
五
丁
目
電
停
に
到
着
し
た
。

は
り
ま
や
橋
か
ら
「
伊い

の野
」
方
面
に
10
番
目
の
電
停

だ
け
れ
ど
、
総
延
長
25
・
３
㎞
の
と
さ
で
ん
、
路
線

図
で
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
中
心
部
。
長
い
路
線
の
利

便
性
を
考
え
て
か
、
と
さ
で
ん
の
一
日
乗
車
券
は

「
市
内
均
一
区
間
」
の
も
の
と
「
軌
道
全
線
」
の
２

種
類
が
あ
る
。
せ
っ
か
く
「
軌
道
全
線
」
の
一
日
乗

車
券
を
買
っ
た
の
だ
か
ら
、
満
喫
し
な
い
と
も
っ
た

い
な
い
。
上
町
五
丁
目
電
停
か
ら
終
点
・
伊
野
電
停

ま
で
約
30
分
、
途
中
下
車
な
し
で
一
気
に
向
か
う
。

開
放
感
も
満
点
の
仁
淀
川

「
ご
め
ん
」
と
謝
る
電
車
に
、「
い
の
（
い
～
の
）」

と
許
す
電
車
。
と
さ
で
ん
で
は
、
そ
ん
な
面
白
い
行

き
先
表
示
を
掲
げ
た
電
車
ば
か
り
が
走
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
た
。
よ
く
考
え
れ
ば
、
全
て
の
電
車
が
長

い
路
線
の
端
か
ら
端
ま
で
走
り
通
す
わ
け
が
な
い
。

「
い
の
」
と
掲
げ
た
電
車
に
乗
り
込
み
、「
ご
め
ん
」

の
電
車
と
す
れ
違
え
な
い
か
と
、
向
か
い
の
電
車
の

行
き
先
表
示
に
注
目
す
る
も
、「
ご
め
ん
」
は
な
か

な
か
や
っ
て
来
な
い
。

結
局
、「
ご
め
ん
」
と
出
会
え
な
い
ま
ま
、
伊
野

電
停
に
到
着
。
伊
野
電
停
に
は
途
中
の
電
停
に
は
な

か
っ
た
小
さ
な
待
合
室
が
あ
る
。
待
合
室
で
時
間
を

つ
ぶ
し
、
折
り
返
し
後
免
町
電
停
ま
で
乗
っ
て
行
こ

う
か
と
も
思
っ
た
け
れ
ど
、
近
く
に
仁に
よ
ど淀

川
が
流
れ

て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
、
川
を
目
指
し
て
、
商
店

街
を
抜
け
土
手
を
登
る
。
行
き
着
い
た
広
い
河
川
敷

の
向
こ
う
に
は
、
悠
々
流
れ
る
一
級
河
川
・
仁
淀

川
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
景
色
は
開
放
感
も
満
点
で
、

何
だ
か
「
本
日
の
ゴ
ー
ル
」
に
到
着
し
た
気
分
。

普
段
で
も
十
分
き
れ
い
な
仁
淀
川
だ
け
れ
ど
、
８

月
か
ら
１
カ
月
、
ず
っ
と
上
流
ま
で
上
っ
て
い
け

ば
、
川
の
水
が
青
く
見
え
る
「
仁
淀
ブ
ル
ー
」
も
楽

し
め
る
と
か
。
徒
歩
で
行
く
の
は
到
底
無
理
だ
し
、

今
は
季
節
も
合
わ
な
い
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
次
に
来
る

と
き
は
、
伊
野
を
「
ス
タ
ー
ト
」
に
仁
淀
川
を
巡
ろ

う
か
。
ま
だ
帰
っ
て
も
い
な
い
の
に
、
次
回
の
予
定

が
で
き
ま
し
た
。

高知城などでは明治維新から 150 年目のイベントが開催中。 鹿児神社の鳥居の前を電車が通る。車体の色も江ノ電と似ている。坂本龍馬誕生地碑は、
建物の前にひっそり建つ。

伊野駅は駅舎付き、近くにはこんな看板も。仁淀川は伊野駅から徒歩数分。 高知駅電停に入るとさでん。
近くには坂本龍馬・武市半平太・中岡慎太郎の像が立つ。
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兵
庫
県
南
部
の
瀬
戸
内
沿
い
を
走
る
山

陽
電
気
鉄
道
は
、
通
称
「
山
陽
電
車
」、

略
称
「
山
陽
」「
山さ

ん
で
ん電

」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
。
神
戸
市
長な

が
た田

区
に
本
社
を
置
き
、

設
立
は
昭
和
八
年
六
月
六
日
で
あ
る
。

兵
庫
電
気
軌
道
の
兵
庫

－

明
石
間
の
軌

道
と
、
神
戸
姫
路
電
気
鉄
道
に
由
来
す
る

明
石

－

姫
路
間
の
鉄
道
が
、
路
線
の
母
体

と
な
っ
て
い
る
。
戦
前
の
電
力
会
社
・
宇

治
川
電
気
（
現
・
関
西
電
力
）
が
両
社
を

合
併
。
電
鉄
部
が
分
離
独
立
し
て
同
社
が

設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
十
六
年
に
は

網あ

ぼ

し干
線
飾し

か

ま磨

－

山
陽
網
干
間
の
延
伸
区
間

が
全
線
開
通
し
、
現
在
の
路
線
網
が
確
立

し
た
。
播
磨
の
中
心
・
姫
路
と
神
戸
方
面

を
結
ぶ
都
市
間
連
絡
路
線
と
し
て
成
長
、

さ
ら
に
昭
和
四
十
三
年
に
は
、
神
戸
高
速

鉄
道
を
経
て
阪
神
電
気
鉄
道
お
よ
び
阪
急

電
鉄
と
の
相
互
直
通
運
転
を
開
始
。
平
成

十
年
か
ら
は
山
陽
姫
路

－

阪
神
梅
田
間
で

直
通
特
急
を
運
行
し
、
大
阪
方
面
と
の
結

び
付
き
を
強
め
て
い
る
。

「
シ
ー
サ
イ
ド
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
愛

称
に
ふ
さ
わ
し
く
、
風
光
明
媚
な
海
沿
い

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

『明石姫路間電車案内』（大正 13〈1924〉年 2 月）

藤本一美
元首都大学東京・専修大学非常勤講師。地図情報センター理事。日本地図学会会員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

神
戸
市
交
通
名
所
図
絵

連載─第�回

神
戸
市
名
所
交
通
図
絵
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の
路
線
は
、
国
宝
・
姫
路
城
や
須
磨
、
明

石
海
峡
、
淡
路
島
を
一
望
で
き
る
数
多
く

の
名
所
・
旧
跡
が
あ
り
、
観
光
客
に
も
親

し
ま
れ
て
い
る
。

本
図
の
構
図
は
、
ま
る
で
超
広
角
の
魚

眼
レ
ン
ズ
で
覗
い
た
風
景
の
よ
う
に
描
写

し
た
図
で
あ
り
、
横
長
左
右
の
画
面
を
極

端
に
反
り
曲
げ
た
Ｕ
字
型
の
構
図
。
遠
景

に
は
見
え
な
い
は
ず
の
富
士
山
や
東
京
、

北
海
道
、
朝
鮮
を
配
置
。
方
角
は
正
確
で

は
な
い
が
、
鉄
道
路
線
の
行
き
つ
く
先
を

表
す
。
図
の
中
央
の
神
戸
港
は
、
貿
易

港
、
造
船
、
倉
庫
業
の
賑
わ
い
。
港
内
や

沖
合
に
は
商
船
が
た
く
さ
ん
浮
か
ん
で
い

る
。六

甲
山
地
を
背
景
に
東
西
に
延
び
る
市

街
地
の
全
景
を
克
明
に
見
る
と
、
立
体
化

し
精
緻
に
描
か
れ
た
有
名
な
建
物
群
や
市

電
や
官
鉄
・
私
鉄
の
色
分
け
、
通
常
の
地

図
で
は
表
せ
な
い
当
時
の
「
生
き
証
人
」

の
よ
う
で
あ
る
。

山
上
の
寺
社
仏
閣
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、

電
車
・
バ
ス
、
神
戸
市
章
の
マ
ー
ク
ま
で

描
写
し
た
遊
び
心
、
桜
と
紅
葉
が
同
時
に

存
在
す
る
演
出
に
は
、
時
空
を
超
え
て

人
々
を
誘
う
魅
力
を
秘
め
て
い
る
。

初
三
郎
の
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
小
山
吉
三

や
金
子
常
光
ら
の
絵
師
が
い
た
日
本
名
所

図
絵
社
印
刷
の
作
品
『
明
石
姫
路
間
電
車

案
内
』（
神
戸
姫
路
電
気
鉄
道
株
式
会
社

運
輸
課
・
大
正
十
三
年
二
月
）
が
あ
る
こ

と
も
知
っ
て
お
き
た
い
。

『神戸市交通名所図絵
［神戸市名所交通図絵］』
（昭和 9〈1934〉年 4 月 20 日発行）
神戸市電気局　発行
犬山の日本ライン蘇江 観光社　印刷

　西代－山陽姫路間 54.7㎞の本線と飾磨－山陽網干間 8.5㎞の網干線、2
路線を運行する。阪神電車との相互直通運転により姫路－神戸・大阪梅田
間を乗り換えなしで結ぶほか、神戸高速線を介して阪急電車、神戸電鉄と
接続。通勤・通学、観光地への移動手段として、兵庫県南部の交通ネット
ワークの一翼を担っている。
　また、阪神なんば線を介し、大阪ミナミや古都・奈良へのアクセスが
向上していることから、同業他社や観光協会、自治体などと連携して観光
キャンペーンを積極的に展開。さらに、訪日外国人客向けの企画乗車券の
発売や観光情報の発信強化など、広域な鉄道ネットワークを活かし、相互
送客の活性化とインバウンド誘致に取り組んでいる。

兵庫県南部を東西に結び、広域な鉄道ネットワークを形成する
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明
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設
立
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昭
和
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神
戸
市
長
田
区
御
屋
敷
通
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路線ごとに各部門の社員が集まり行われる「部門横断訓練」のひとコマ。
工務部門の社員がレールを修理する。


